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東北歴史博物館において、１０月１２日から１２月１５日までの日程で開催

している、令和６年度秋季特別展「多賀城１３００年」の開幕式を行いました。
奈良・平安時代に東北の政治・軍事の中心であった多賀城の全貌を紹
介するとともに、１３００年後の現代まで、多賀城が人々からどのように認識さ
れ、親しまれてきたかを、たどる展覧会です。
新たに指定された、重要文化財「宮城県多賀城跡出土品」をはじめ、国
宝２０点、重要文化財約３００点を含む約７００点を展示します。

【概 要】
□ 日 時 令和６年１０月１２日(土)

午前９時から午前９時３０分まで
□ 場 所 東北歴史博物館
□ 展示概要

プロローグ 多賀城跡の調査～これまでに分かったこと～
１章 多賀城の創建～多賀城政庁第Ⅰ期～
２章 多賀城とエミシ～多賀城政庁第Ⅱ期～
３章 “古代都市”多賀城と都～多賀城政庁第Ⅲ期～
４章 多賀城と北方の交流・交易～多賀城政庁第Ⅳ期～

エピローグ 多賀城の1300年～その後も繁栄を絶やさない多賀城～

東北歴史博物館 「多賀城１３００年」展の開幕式を開催しまし

た。

（担当課：文化財課）

全国高等学校総合文化祭・全国高等学校写真選手権大会に

おいて全国入賞を果たした生徒が、教育長を表敬訪問しました。

（担当課：生涯学習課）

令和６年７月３1日から岐阜県で開催された「第４８回全国高等
学校総合文化祭(清流の国ぎふ総文2024)」及び、令和６年７月３０
日から北海道で開催された「第３１回全国高等学校写真選手権大会
(写真甲子園2024)」に、宮城県代表として参加し、全国入賞を果た
した生徒及び関係者が、その報告のため教育長を表敬訪問しました。
【概 要】
□ 日 時 令和６年１０月１６日(水) 午後４時３０分から午後５時まで
□ 場 所 宮城県行政庁舎４階 特別会議室
□ 来庁者
【第４８回全国高等学校総合文化祭】
佐沼高等学校 ３年 林 莉々花さん(美術・工芸/奨励賞)、宮城野高等
学校 ３年 岩佐 姫奈さん(美術・工芸/奨励賞)、迫桜高等学校 ３年
菅原 陽菜さん(写真/優秀賞)、仙台青陵中等教育学校 ６年 櫻井
あすかさん（放送（アナウンス部門）/優秀賞）、仙台第三高等学校 ３年
佐々木 愛美さん〔代表者〕（放送（ビデオメッセージ部門）/優秀賞）、仙台
白百合学園高等学校 ３年 大沢 希さん（囲碁/第６位）、仙台第三高等
学校 ３年 工藤 優之介さん〔代表者〕（自然科学（化学）/優秀賞・文化
庁長官賞）、仙台第三高等学校 ２年 志田 京太郎さん〔代表者〕（自然
科学（ポスター発表）/最優秀賞・文部科学大臣賞）
【第３１回全国高等学校写真選手権大会】
白石工業高等学校 ３年 齋 秀哉さん、３年 菅野 琉星さん、

２年 三條 颯太さん(団体戦/優勝・北海道知事賞) 



県内で初となる宮城県高等学園等合同学校説明会を開催し

ました。

（担当課：特別支援教育課）

高等学園の特色や魅力を発信し、中学生の主体的な進路選択に役
立ててもらうため、県内の中学生やその保護者、中学校教員等を対
象とした「令和６年度宮城県高等学園等合同学校説明会」を開催し
ました。
知的障害のある生徒が学ぶ県立特別支援学校４校と私立特別支援

学校２校の６校が、一堂に会して学校説明会を実施する初めての取
組であり、学校教員が学校の特色を説明したほか、高等学園の生徒
や卒業生が学校生活等について説明を行いました。

【概 要】
□ 日 程 令和６年１０月１８日(金)

午前９時２０分から午後０時３０分まで
□ 場 所 宮城県庁行政庁舎２階 講堂
□ 参加者 計１９６名（うち中学生６１名、保護者１１９名、教員１６名）
□ 参加校 小牛田高等学園、岩沼高等学園（岩沼高等学園川崎キャン

パス）、女川高等学園、秋保かがやき支援学校高等部産業
技術科、いずみ高等支援学校、仙台みらい高等学園

□ 内 容 学校紹介、入試に係る行政説明、各学校ブースでの相談

東日本大震災みやぎこども育英募金への寄附の贈呈式を行

いました。

（担当課：総務課）

東北防水改修工事協同組合様から、東日本大震災により親を亡く
された子どもたち等への支援として御寄附をいただき、その目録の
贈呈式を行いました。

【概 要】
□ 日 時 令和６年１０月１８日(金)

午後２時３０分から午後２時４５分まで
□ 場 所 宮城県行政庁舎１６階 教育委員会会議室
□ 来庁者 東北防水改修工事協同組合

理 事 長 田村 哲朗 様(田村建材株式会社 代表取締役)
副理事長 相川 浩一 様(三星産業株式会社東北支店 取締役支

店長)
専務理事 佐間田 直樹 様(田島ルーフィング株式会社仙台営

業所 所長)
事 務 局 川合 保志人 様(田島ルーフィング株式会社仙台営

業所）



第１９回若年者ものづくり競技大会 業務用ITソフトウエア・ソ

リューションズ職種において入賞を果たした生徒が、教育長を

表敬訪問しました。

（担当課：高校教育課）

令和６年７月３１日から８月１日までの日程で、群馬県・栃木県
において開催された「第１９回若年者ものづくり競技大会」に出場
し、全国入賞を果たした生徒及び関係者が、その報告のため教育長
を表敬訪問しました。

【概 要】
□ 日 時 令和６年１０月２１日(月) 

午前１１時３０分から午前１１時４５分まで
□ 場 所 宮城県行政庁舎４階 特別会議室
□ 来庁者

・工業高等学校
情報技術科２年 長澤 歩さん（業務用ＩＴソフトウェア・ソリューショ

ンズ職種 ・ 金賞/厚生労働大臣賞）
機械科３年 佐藤 章太郎さん（機械製図（ＣＡＤ）職種 ・ 銅賞）

山口 善さん（フライス盤職種 ・ 銅賞）
・気仙沼向洋高等学校

機械技術科３年 熊谷 恒星さん（フライス盤職種 ・ 敢闘賞）

第３１回宮城県高等学校総合文化祭・総合開会式を開催しま

した。

（担当課：生涯学習課）

今年で３１回目となる宮城県高等学校総合文化祭の開会式におい
て、参加校生徒によるステージ発表等が行われました。
宮城県高等学校総合文化祭は、宮城県高文連に加盟する９９校及

び２２専門部の交流を通して、県下高校生の連帯感を育み、自らの
文化活動の意欲を高めるとともに、芸術文化活動の振興を図り、併
せて宮城県の芸術・文化の振興に寄与することを目的に開催してい
ます。

【概 要】
□ 日 程 令和６年１０月１９日(土）から２０日(日）
□ 場 所 こもれびの降る丘 遊楽館
□ 発表内容

・白石高等学校 筝曲部・合唱部 「ひぐらし」
・仙台南高等学校 音楽部合唱団 「ほらね、」 他
・西山学院高等学校 飛龍団 「火神顕現」
・佐沼高等学校 美術部 アニメーション「Re-cycle」
・石巻北高等学校飯野川校 弁論「不登校からの出発」
・石巻高等学校 吹奏楽部 「マードックからの最後の手紙」 他

□ 部門別開催 令和６年９月１３日（金）から令和７年１月２９日（水）



「第１４回科学の甲子園－みやぎチャレンジ２０２４－」を開催

しました。

（担当課：高校教育課）

県内高等学校等生徒で構成された１９チームが、科学技術、理科、
数学等における複数分野の競技に挑戦しました。
本大会は、国立、公立及び私立の高等学校、中等教育学校後期課
程及び高等専門学校等の生徒を対象とした、科学技術、理科、数学
等における複数分野の競技を行うことにより、全国の科学好きの裾
野を広げるとともに、トップ層を伸ばすことを目的に開催していま
す。

【概 要】
□ 日 時 令和６年１０月２６日(土) 午前１０時１５分から午後４時まで
□ 場 所 宮城県総合教育センター
□ 参加校 佐沼（２チーム）、古川・古川黎明（２チーム）、仙台第一（２

チーム）、仙台第三（２チーム）、仙台二華（２チーム）、仙台
青陵（２チーム）、古川学園（２チーム）、聖ウルスラ、仙台白
百合、仙台高専、みやぎチャレンジジュニア代表チーム（古
川黎明中、角田中） 〈計１３校 １９チーム １３５名〉

□ 総合成績（順位・チーム名）
第１位 仙台二華高等学校Ｂチーム
第２位 仙台二華高等学校Ａチーム
第３位 仙台青陵中等教育学校Ｂチーム

第４４回高校生英語弁論大会・第２４回高校生日本語弁

論大会において全国入賞を果たした生徒が、教育長を表敬

訪問しました。

（担当課：高校教育課）

令和６年８月１日に宮城県で開催された「第４４回高校生英語弁
論大会」及び「第２４回高校生日本語弁論大会」において、宮城県
代表として出場し、全国入賞を果たした生徒及び関係者が、その報
告のため教育長を表敬訪問しました。

【概 要】
□ 日 時 令和６年１０月２４日（木)

午後３時３０分から午後４時まで
□ 場 所 宮城県行政庁舎１６階 教育委員会会議室
□ 来庁者

仙台二華高等学校
２年 齋藤 汐音さん
教頭 今野 敦子
教諭 滝沢 成生

松山高等学校
２年 アブラル・ラタジさん
教諭 中野 弘己



令和７年３月高等学校卒業予定者就職内定状況（１０月末現在）

R6.3月末 R6.7月末 R6.8月末 R6.9月末 R6.10月末 前年同月
増減

(当月－前年同月）

99.3% － － 56.1% 72.3% 73.6% -1.3

99.4% － － 57.3% 72.5% 74.4% -1.9

99.3% － － 54.2% 71.8% 72.4% -0.6

98.0% － － － － －

16,956 17,234 17,226 17,209 17,194 17,084 110

13,603 13,889 13,897 13,915 13,906 13,697 209

3,105 3,121 3,156 3,145 3,133 3,212 -79

199 31 34 43 53 70 -17

49 193 139 106 102 105 -3

計（人数） 16,956 17,234 17,226 17,209 17,194 17,084 110

県 内 2,434 2,673 2,598 2,521 2,489 2,609 -120

県 外 671 448 558 624 644 603 41

計（人数） 3,105 3,121 3,156 3,145 3,133 3,212 -79

職 安 ・ 学 校 紹 介 2,667 2,616 2,620 2,600 2,608 2,703 -95

縁 故 ・ 自 営 148 75 94 109 118 117 1

公 務 員 290 430 442 436 407 392 15

計（人数） 3,105 3,121 3,156 3,145 3,133 3,212 -79

3,084 － － 1,765 2,264 2,363 -99

21 － － 1,380 869 849 20

60 － － 2,628 294 653 -359

県 内 2,415 － － 1,328 1,710 1,836 -126

県 外 669 － － 437 554 527 27

計（人数） 3,084 1,765 2,264 2,363

職 安 ・ 学 校 紹 介 2,650 － － 1,720 2,147 2,262 -115

縁 故 ・ 自 営 144 － － 44 60 58 2

公 務 員 290 － － 1 57 43 14

計（人数） 3,084 1,765 2,264 2,363 -99

全 国 平 均

就 職 希 望 者

【内 訳】

就　職　【希　望　者】　詳　細

就　職　【内　定　者】　詳　細

内
訳

内
訳

就 職 未 内 定 者

月 間 受 験 者 数

前年同月
増減

(当月－前年同月）

前年同月
増減

(当月－前年同月）

内
訳

内
訳

就 職 内 定 者

卒 業 者

進 学 希 望 者

臨 時 的 仕 事 希 望 者

進 路 未 定 者

内 定 率

男 子

女 子

【概況】　※（　）内は前年同月

① 就職内定率 ：            72.3%（73.6%）

② 進路希望の割合状況 ： 進　学　   80.9%（80.2%）　 就　職　18.2%（18.8%）

② 割合状況 ： 臨時的仕事  0.3%（ 0.4%）　 未　定   0.6%（ 0.6%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内　   79.4%（81.2%） 県　外　20.6%（18.8%）

④ 県内外の内定率　　　 ： 県　内　   68.7%（70.4%)　 県　外　86.0%（87.4%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　   75.5%（77.7%）　 県　外　24.5%（22.3%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧宮城労働局発表　県内求人倍率（９月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし特別支援学校・通信制含む）

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 福祉科 その他 総合学科

令和６年度 57.6% 75.7% 88.8% 81.5% 79.7% 75.3% 73.3% 38.1% 70.8%

令和５年度 59.7% 80.8% 89.2% 83.5% 91.1% 70.0% 80.8% 38.2% 75.8%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

令和６年度 70.4% 74.8% 64.8% 67.0% 82.4% 69.0% 89.9% 59.8% 73.3% 68.2%

令和５年度 68.6% 85.3% 71.3% 67.2% 78.5% 80.0% 90.1% 71.3% 73.0% 73.7%

３１年３月卒 ２年３月卒 ３年３月卒 ４年３月卒 ５年３月卒 ６年３月卒 ７年３月卒

県内求人数 10,929 11,064 9,017 9,181 9,671 10,562 10,712

県内求職者数 3,201 3,117 2,941 2,661 2,380 2,207 2,056

求人倍率 3.41 3.55 3.07 3.45 4.06 4.79 5.21

資 料 配 布 （ ２ ）



全体ディスカッション

全体ディスカッション
パネリスト

令和６年度「みやぎ高校生フォーラム －私たちの志と地域貢献－ 」の開催について

みやぎの高校生が、日々の学習や経験等を通じて醸成してきた志
や将来への思いを、発表や意見交換をとおして共有し、自らが社会
で果たすべき役割を考える機会とすることで、「志教育」の一層の推
進とみやぎの復興に貢献する人材の育成を図るために開催するも
の。

１ 期 日 令和６年１２月１５日（日）
２ 会 場 宮城県行政庁舎 ２階講堂及び１階県民ロビー
３ 参加者 県内高等学校生徒（県立、市立、私立）約２００名、

引率教員等約８０名
４ 日 程

11:30～ 受付
12:00～12:10 開会行事

（総合司会：仙台二華高校 放送部）
12:15～13:15  各校発表（ポスターセッション）

「私たちの志と地域貢献」
13:25～14:20 代表校発表

① 工業高校
② 仙台第三高校
③ 柴田農林高校
④ 大河原商業高校

14:30～15:10  全体ディスカッション
○ コーディネーター

宮城第一高校
○ パネリスト

石巻北高校、石巻商業高校、白石高校
南三陸高校、農業高校

15:15～15:30 閉会行事
５ その他 当日の発表内容については、後日、動画等を高校教

育課ウェブサイトに掲載予定

ポスターセッション ポスターセッション

代表校発表

＜昨年度の様子＞

ポスターセッション後の
全体撮影

資 料 配 布 （ ３ ）



この冊子は550部印刷し１部あたりの印刷単価は224円となっています。

令　和　7　年　度

宮城県立特別支援学校幼稚部入学者選考

宮城県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考

宮城県立支援学校高等学園等入学者選考

〈宮城県立特別支援学校幼稚部〉
入学者選考要項
宮城県立特別支援学校幼稚部設置校一覧

〈宮城県立特別支援学校高等部・専攻科〉
入学者選考方針
入学者選考要項 

〈宮城県立支援学校高等学園及び
　　　　宮城県立秋保かがやき支援学校高等部産業技術科〉
入学者選考方針
入学者選考要項 

入学者選考事務要領
入学者募集要項   
宮城県立特別支援学校高等部・専攻科設置校及び支援学校高等学園一覧

宮城県教育委員会
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Ⅰ 令和７年度宮城県立特別支援学校幼稚部入学者選考要項 

令和７年度の宮城県立特別支援学校幼稚部の募集及び入学者の選考は、この要項の定めるところに

より実施する。 

なお、詳細については、各学校の募集要項を参照すること。 

 

１  幼稚部設置学校名、出願資格及び募集定員等          

（１） 宮城県立視覚支援学校 幼稚部 

学 校 名 出願資格 学年等 募集定員 

視覚支援学校 

視覚障害があり、原則として保護者
とともに県内に居住している者で、平
成３１年４月２日から令和４年４月１
日までに生まれた者 

３歳児 ５ 

４歳児 ５ 

５歳児 ５ 
  

（２） 宮城県立聴覚支援学校 幼稚部 

学 校 名 出願資格  学年等 募集定員 

聴覚支援学校 
聴覚障害があり、原則として保護者

とともに県内に居住している者で、平
成３１年４月２日から令和４年４月１
日までに生まれた者 

３歳児 １０ 

４歳児 １０ 

５歳児 １０ 

聴覚支援学校小牛田校 

３歳児 ５ 

４歳児 ５ 

５歳児 ５ 

 

２ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立特別支援学校長が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立特別支援学校長に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立特別支援学校長が指定した書類を志願先の県立特別支援学校長 

に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、受検

票送付用封筒１通(志願先の県立特別支援学校長が指定する大きさの封筒に簡易書留郵便料金

分の切手を貼付し、保護者氏名、住所、郵便番号等を明記したもの。)と併せて、志願先の県立

特別支援学校長に送付すること。 

 

３ 出願期間 

  出願期間は、令和６年１２月３日(火)から令和６年１２月１０日(火)までとする。受付時間は、午 

前９時から午後４時までとする。ただし、土曜日、日曜日は受け付けない。 

 

４ 選考方法 

（１） 選考は、出願書類、教育相談の内容を基に、総合的に判断して決定する。 

（２） 選考場所については、出願先の各校において行う。 
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Ⅱ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考方針 

 

 県立特別支援学校の高等部及び専攻科に係る入学者の選考は、各県立特別支援学校の教育の目的の

実現及び児童生徒の健全育成と適切な教育支援を期し、厳正に行うものとする。 

 

１ 基本原則 

（１） 各県立特別支援学校は、入学希望者が各県立特別支援学校高等部又は専攻科の教育を受け 

ることが適切かどうかについて、中学校長、義務教育学校長、中等教育学校長、高等学校長 

及び特別支援学校長（以下「出身学校長」という。）から提出される調査書及び各学校で実 

施する諸検査等の結果に基づいて、総合的に判断する。 

（２） 入学者の選考に当たっては、厳正を期するために各県立特別支援学校に、選考委員会を設 

置するものとする。 

 

２ 第一次募集 

（１） 全ての県立特別支援学校は、各障害に応じて第一次募集を実施する。入学者の選考に当たっ 

て県立特別支援学校長は、調査書、各学校で実施する諸検査等の結果等を考慮し、総合的に

判断する。 

（２） 諸検査等 

イ 諸検査等の実施期日は、宮城県教育委員会が定める。 

ロ  諸検査等の内容及び実施方法は、各県立特別支援学校において適切に定める。 

ハ  諸検査等の内容及び実施方法は、障害の状態、発達の段階、特性等に十分配慮する。 

 

３ 追検による選考 

  全ての県立特別支援学校は、第一次募集選考日当日に、やむを得ない事由により受検できなかっ

た者を対象に、追検による選考を実施する。この場合、諸検査等及び選考方法については、原則と

して第一次募集に準ずるものとする。 

 

４ 第二次募集 

  第一次募集の合格者数が、募集定員に満たない場合においては、第二次募集を行うものとする。

この場合、諸検査等及び選考方法については、原則として第一次募集に準ずるものとする。 
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（３） 選考期日及び結果の発表 

イ 各県立特別支援学校では、下記の期日に選考及び結果の発表を行う。 

     学 校 名 選  考  日 発  表  日 

視覚支援学校  

聴覚支援学校 

聴覚支援学校小牛田校 

令和７年１月２１日（火） 令和７年１月２４日(金) 

ロ 合格者の発表は、発表日の午後３時に学校ごとに行う。なお、結果に係る通知書の郵送を 

希望する場合は、結果通知用封筒１通（志願先の県立特別支援学校長が指定する大きさの封 

筒、簡易書留速達郵便料金分の切手を貼付し、保護者氏名、住所、郵便番号等を明記したも 

の。）を志願先の県立特別支援学校長に送付すること。 

ハ 志願先の県立特別支援学校長は、保護者へ選考結果通知書にて選考結果を通知する。 

なお、結果についての問い合わせには応じない。 

ニ 入学を辞退する場合は、各校の手続きに従い、志願先の県立特別支援学校長に届け出る。 

 

５ 教育相談 

（１） 宮城県立特別支援学校幼稚部を志願する者は、出願日までに、原則として事前に教育相談 

を受けること。 

（２） 期日等については、事前に各校に問い合わせること。 

 

６ その他 

（１） 県外に居住している者で以下の場合は、出願資格を有する。 

イ 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合。 

ロ その他特別な事情が認められる者。 

（２） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

 （３） 特別な事情により出願期間内に出願できなかった者については、志願先の県立特別支援学 

校長と県教育委員会が協議を行うものとする。 

 

７ 宮城県立特別支援学校幼稚部設置校一覧 

 

学 校 名  郵便番号  住      所  電話番号  

視 覚 支 援 学 校 〒9 8 0 - 0 0 1 1  仙 台 市 青 葉 区 上 杉 ６ － ５ － １  ０ ２ ２ － ２ ３ ４ － ６ ３ ３ ３

聴 覚 支 援 学 校 〒9 8 2 - 0 0 0 1  仙 台 市 太 白 区 八 本 松 ２ － ７ － ２ ９  ０ ２ ２ － ２ ４ ８ － ０ ６ ４ ８

聴覚支援学校小牛田校 〒9 8 7 - 0 0 0 5  遠 田 郡 美 里 町 北 浦 字 船 入 １  ０ ２ ２ ９ － ３ ２ － ２ １ １ ０
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Ⅱ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考方針 

 

 県立特別支援学校の高等部及び専攻科に係る入学者の選考は、各県立特別支援学校の教育の目的の

実現及び児童生徒の健全育成と適切な教育支援を期し、厳正に行うものとする。 

 

１ 基本原則 

（１） 各県立特別支援学校は、入学希望者が各県立特別支援学校高等部又は専攻科の教育を受け 

ることが適切かどうかについて、中学校長、義務教育学校長、中等教育学校長、高等学校長 

及び特別支援学校長（以下「出身学校長」という。）から提出される調査書及び各学校で実 

施する諸検査等の結果に基づいて、総合的に判断する。 

（２） 入学者の選考に当たっては、厳正を期するために各県立特別支援学校に、選考委員会を設 

置するものとする。 

 

２ 第一次募集 

（１） 全ての県立特別支援学校は、各障害に応じて第一次募集を実施する。入学者の選考に当たっ 

て県立特別支援学校長は、調査書、各学校で実施する諸検査等の結果等を考慮し、総合的に

判断する。 

（２） 諸検査等 

イ 諸検査等の実施期日は、宮城県教育委員会が定める。 

ロ  諸検査等の内容及び実施方法は、各県立特別支援学校において適切に定める。 

ハ  諸検査等の内容及び実施方法は、障害の状態、発達の段階、特性等に十分配慮する。 

 

３ 追検による選考 

  全ての県立特別支援学校は、第一次募集選考日当日に、やむを得ない事由により受検できなかっ

た者を対象に、追検による選考を実施する。この場合、諸検査等及び選考方法については、原則と

して第一次募集に準ずるものとする。 

 

４ 第二次募集 

  第一次募集の合格者数が、募集定員に満たない場合においては、第二次募集を行うものとする。

この場合、諸検査等及び選考方法については、原則として第一次募集に準ずるものとする。 
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イ 各県立特別支援学校では、下記の期日に選考及び結果の発表を行う。 

     学 校 名 選  考  日 発  表  日 

視覚支援学校  

聴覚支援学校 

聴覚支援学校小牛田校 

令和７年１月２１日（火） 令和７年１月２４日(金) 

ロ 合格者の発表は、発表日の午後３時に学校ごとに行う。なお、結果に係る通知書の郵送を 

希望する場合は、結果通知用封筒１通（志願先の県立特別支援学校長が指定する大きさの封 

筒、簡易書留速達郵便料金分の切手を貼付し、保護者氏名、住所、郵便番号等を明記したも 

の。）を志願先の県立特別支援学校長に送付すること。 

ハ 志願先の県立特別支援学校長は、保護者へ選考結果通知書にて選考結果を通知する。 

なお、結果についての問い合わせには応じない。 

ニ 入学を辞退する場合は、各校の手続きに従い、志願先の県立特別支援学校長に届け出る。 

 

５ 教育相談 

（１） 宮城県立特別支援学校幼稚部を志願する者は、出願日までに、原則として事前に教育相談 

を受けること。 

（２） 期日等については、事前に各校に問い合わせること。 

 

６ その他 

（１） 県外に居住している者で以下の場合は、出願資格を有する。 

イ 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合。 

ロ その他特別な事情が認められる者。 

（２） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

 （３） 特別な事情により出願期間内に出願できなかった者については、志願先の県立特別支援学 

校長と県教育委員会が協議を行うものとする。 

 

７ 宮城県立特別支援学校幼稚部設置校一覧 

 

学 校 名  郵便番号  住      所  電話番号  

視 覚 支 援 学 校 〒9 8 0 - 0 0 1 1  仙 台 市 青 葉 区 上 杉 ６ － ５ － １  ０ ２ ２ － ２ ３ ４ － ６ ３ ３ ３

聴 覚 支 援 学 校 〒9 8 2 - 0 0 0 1  仙 台 市 太 白 区 八 本 松 ２ － ７ － ２ ９  ０ ２ ２ － ２ ４ ８ － ０ ６ ４ ８

聴覚支援学校小牛田校 〒9 8 7 - 0 0 0 5  遠 田 郡 美 里 町 北 浦 字 船 入 １  ０ ２ ２ ９ － ３ ２ － ２ １ １ ０
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出身学校長は志願先の県立特別支援学校長に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、  

受検票送付用封筒１通(志願先の県立特別支援学校長が指定する大きさの封筒に簡易書留 

速達郵便料金分の切手を貼付し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。)と 

併せて、志願先の県立特別支援学校長に送付すること。 

（４） 出願書類を受理した県立特別支援学校長は、出願者の出身学校長に対して、出願者の受 

検番号を付した受検票を送付する。出願者は、出身学校長から受検票を受け取る。 

（５） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

（６） 志願先の県立特別支援学校において受理した書類（受検票送付用封筒、切手等を含

む。）は、出願の取消等があっても返還しない。 

   

４ 出願期間 

   （１） 出願期間は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等 

入学者募集要項に定めるところによる。 

   （２） 受付時間は、土曜日、日曜日を除く、午前９時から午後４時までとする。ただし、受付 

最終日は、午前１１時までとする。 

 

５ 県外からの出願 

（１） 出願資格と出願承認の申請 

     イ 高等部 

       他の都道府県に住所を有する者で、他の都道府県の中学校、義務教育学校、特別支援学

校中学部を卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の前期課

程を修了若しくは令和７年３月修了見込みの者。 

       上記に該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の特別支援学校高等部に入学を

志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認願等の書類を志願先の県立特別支援

学校長に提出し、承認を得なければならない。 

     ロ 専攻科 

       他の都道府県に住所を有する者で、他の都道府県の高等学校、特別支援学校高等部を

卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の後期課程を修了若

しくは令和７年３月に修了見込みの者。 

         上記に該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の県立特別支援学校専攻科に入

学を志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認願等の書類を志願先の県立特別

支援学校長に提出し、承認を得なければならない。 

 

      ※ 前記の出願資格において審査が困難な場合は、県立特別支援学校長はあらかじめ県 

教育委員会と協議を行うものとする。 
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Ⅲ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科（知的障害以外） 

入学者選考要項 

第１  高等部及び専攻科設置学校名、学科名、修業年限及び募集定員          

 １  高 等 部 

    学   校   名   学   科  修業年限  募集定員 

    視 覚 支 援 学 校  
普 通 科           ３ １１ 

保 健 理 療 科           ３ ８ 

   聴 覚 支 援 学 校 

普 通 科           ３ ８ 

工 業 技 術 科    ３ ８ 

生活デザイン科    ３ ８ 

   船 岡 支 援 学 校 普 通 科           ３ ２０ 

   西 多 賀 支 援 学 校(病弱) 普 通 科           ３ １１ 

    山 元 支 援 学 校(病弱) 普 通 科              ３ ３ 

  ２ 専 攻 科 

    学   校   名   学   科  修業年限  募集定員 

   視 覚 支 援 学 校 
理 療 科           ３ ８ 

保 健 理 療 科           ３ ８ 

   聴 覚 支 援 学 校 

産 業 工 芸 科    ２ ８ 

機械システム科 ２ ８ 

被  服  科 ２ ８ 

理  容  科    ２    ８ 
  
  
  

第２  第一次募集（知的障害以外） 

１ 出願資格 

     県立特別支援学校の高等部及び専攻科に出願できる資格を有する者は、令和７年度宮城県立

特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項（P37 参照）に定めると

ころによる。 

  

  ２ 併願の不可 

    出願できる県立特別支援学校高等部及び専攻科は一つの学校に限るものとする。また、県

立支援学校高等学園、公立高等学校との併願は認めない。 

   

３ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立特別支援学校長が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立特別支援学校長に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立特別支援学校長が指定した書類を、出身学校長に提出し、 
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出身学校長は志願先の県立特別支援学校長に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、  

受検票送付用封筒１通(志願先の県立特別支援学校長が指定する大きさの封筒に簡易書留 

速達郵便料金分の切手を貼付し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。)と 

併せて、志願先の県立特別支援学校長に送付すること。 

（４） 出願書類を受理した県立特別支援学校長は、出願者の出身学校長に対して、出願者の受 

検番号を付した受検票を送付する。出願者は、出身学校長から受検票を受け取る。 

（５） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

（６） 志願先の県立特別支援学校において受理した書類（受検票送付用封筒、切手等を含

む。）は、出願の取消等があっても返還しない。 

   

４ 出願期間 

   （１） 出願期間は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等 

入学者募集要項に定めるところによる。 

   （２） 受付時間は、土曜日、日曜日を除く、午前９時から午後４時までとする。ただし、受付 

最終日は、午前１１時までとする。 

 

５ 県外からの出願 

（１） 出願資格と出願承認の申請 

     イ 高等部 

       他の都道府県に住所を有する者又は他の都道府県の中学校、義務教育学校、特別支援学

校中学部を卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の前期課

程を修了若しくは令和７年３月修了見込みの者。 

       上記に該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の特別支援学校高等部に入学を

志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認願等の書類を志願先の県立特別支援

学校長に提出し、承認を得なければならない。 

     ロ 専攻科 

       他の都道府県に住所を有する者で、他の都道府県の高等学校、特別支援学校高等部を

卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の後期課程を修了若

しくは令和７年３月に修了見込みの者。 

         上記に該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の県立特別支援学校専攻科に入

学を志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認願等の書類を志願先の県立特別

支援学校長に提出し、承認を得なければならない。 

 

      ※ 前記の出願資格において審査が困難な場合は、県立特別支援学校長はあらかじめ県 

教育委員会と協議を行うものとする。 
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Ⅲ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科（知的障害以外） 

入学者選考要項 

第１  高等部及び専攻科設置学校名、学科名、修業年限及び募集定員          

 １  高 等 部 

    学   校   名   学   科  修業年限  募集定員 

    視 覚 支 援 学 校  
普 通 科           ３ １１ 

保 健 理 療 科           ３ ８ 

   聴 覚 支 援 学 校 

普 通 科           ３ ８ 

工 業 技 術 科    ３ ８ 

生活デザイン科    ３ ８ 

   船 岡 支 援 学 校 普 通 科           ３ ２０ 

   西 多 賀 支 援 学 校(病弱) 普 通 科           ３ １１ 

    山 元 支 援 学 校(病弱) 普 通 科              ３ ３ 

  ２ 専 攻 科 

    学   校   名   学   科  修業年限  募集定員 

   視 覚 支 援 学 校 
理 療 科           ３ ８ 

保 健 理 療 科           ３ ８ 

   聴 覚 支 援 学 校 

産 業 工 芸 科    ２ ８ 

機械システム科 ２ ８ 

被  服  科 ２ ８ 

理  容  科    ２    ８ 
  
  
  

第２  第一次募集（知的障害以外） 

１ 出願資格 

     県立特別支援学校の高等部及び専攻科に出願できる資格を有する者は、令和７年度宮城県立

特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項（P37 参照）に定めると

ころによる。 

  

  ２ 併願の不可 

    出願できる県立特別支援学校高等部及び専攻科は一つの学校に限るものとする。また、県

立支援学校高等学園、公立高等学校との併願は認めない。 

   

３ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立特別支援学校長が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立特別支援学校長に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立特別支援学校長が指定した書類を、出身学校長に提出し、 
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７ 追検による選考の実施 

（１） 第一次募集選考日当日に各学校で実施する諸検査等をやむを得ない事由により受検で 

きなかった者に対する受検機会の確保のために、追検による選考を実施する。 

   （２） 追検による選考は、第一次募集選考日当日に諸検査等を欠席した者で、次のいずれか 

に該当する者を対象として実施する。 

     イ インフルエンザ等の感染症等の罹患者及びその症状のある者 

     ロ その他やむを得ない事由のある者 

（３） 第一次募集選考日当日において、諸検査等のうち一つでも受検した場合には、出願先 

の県立特別支援学校長が追検による選考についてその実施の可否、内容等について判断 

することとする。 

（４） 追検による選考における諸検査等は、第一次募集選考に準じて実施する。 

（５） 実施上の手続きは以下のとおりとする。 

     イ やむを得ない事由により諸検査等を受検できなくなった受検生は、在籍する出身学校 

長へ速やかに連絡する。 

     ロ 当該出身学校長は、追検による選考の必要があると認めた場合には、選考日当日の午 

後４時までに、出願先の県立特別支援学校長へ電話等で連絡する。 

       なお、専攻科の出願者で、過年度卒業等により出身学校長を経て連絡することが難し 

いなど、やむを得ない事由がある者は、受検生本人が直接選考日当日の午後４時までに、 

出願先の県立特別支援学校長へ電話等で連絡する。 

     ハ 当該出身学校長は、令和７年３月５日（水）午後５時までに、追検による選考申請書

（様式第７号－１）に証明書類等を添付し、出願先の県立特別支援学校長へ持参又は郵送

する。 

        なお、前項（２）ロで示したやむを得ない事由がある専攻科の出願者は、令和７年３月 

５日(水)午後５時までに、追検による選考申請書(様式第７号－３)に証明書類等を添付し、 

出願先の県立特別支援学校長へ持参又は郵送する。 

     ニ 申請書及び証明書類等（以下「申請書類」という）を受理した出願先の県立特別支援学 

校長は、申請書類を審査の上、追検による選考の承認の可否を判断し、速やかに当該出身 

学校長及び前項（２）ロで示したやむを得ない事由がある専攻科の出願者宛てに追検によ 

る選考受検許可証（様式第７号－２又は４）を送付する。 

     ホ 追検による選考を認められた出願者は追検による選考当日、受検票及び追検による選考 

受検許可証の写しを受付で提示し受検する。 

     ヘ 追検による選考に関係する書類の送付については、事態の緊急性に鑑み、まずＦＡＸ等 

で送付し、その後、速やかに持参又は郵送することとする。 
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記 

「やむを得ない理由」 

     １ 住所の異動によるもの 

    （１） 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合 

    （２） その他、特別な家庭の事情によって住所を異動せざるを得ない場合 

        承認に当たっては、異動の事由を客観的に証明する次のいずれかの書類が提出され 

ている者に限り、それらを資料として判断することとし、提出されない場合は承認し 

ない。 

      イ  住所に関する証明書 

         社宅等の入居証明書、家屋の賃貸契約書、持家の登記簿謄本、建築確認通知書の写 

       し等のいずれかの書類 

       ロ  転勤、在勤等を証明する書類 

     ２ その他 

      本県の県立特別支援学校に就学することが、やむを得ないと認められる合理的事由があ 

る場合 

  （２）提出書類と出願承認手続 

    イ 出願承認のための提出書類は、次のとおりとする。 

      （イ） 県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認願（様式第１号） 

    （ロ） 本県の特別支援学校高等部又は専攻科に入学を志願する理由を証明する書類 

    ロ 出願承認手続きの受付期間は、令和６年１１月１２日（火）から令和７年２月１０日（月）

まで（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除く。）とする。 

なお、出願承認手続きは、遅滞なく行うこと。 

ハ 県立特別支援学校長は、県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認願（様

式第１号）を申請した者について審査の上、その理由がやむを得ないと認めたときは、志願

者の出身学校長に対して、県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認書（様

式第２号）を交付する。 

ニ 県立特別支援学校高等部又は専攻科について出願の承認を受けた者は、出願に際して、県

立特別支援学校長から交付された県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認

書（様式第２号）を出願書類に添え、出身学校長を経て志願する県立特別支援学校長に提出

する。 

 

６ 出願の取消 

    出願者が出願を取り消す場合は、宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願取消し届（様式第

３号）により出身学校長を経て、速やかに出願先の県立特別支援学校長に届け出るとともに、受

検票を返還する。 
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第４ 入学の辞退（知的障害以外） 

   合格者のうち、入学を辞退する者は、入学辞退届（様式第４号）により出身学校長を経て出願 

  先の県立特別支援学校長に届け出る。 

 

第５ その他（知的障害以外） 

  １ 学力検査教科別得点の簡易開示 

学力検査教科別得点の簡易開示について、希望する受検者等は、受検した県立特別支援学校に

直接申し出ること。なお、開示期間は、合格発表日から１か月間とする。 

 
  ２ 諸検査及び面接等の実施上、配慮を要する者の取扱い 

（１） 出身学校長は、身体上のこと等で特に配慮を要する者が県立特別支援学校に出願する

場合、諸検査及び面接等について、事前に出願する県立特別支援学校長と電話等で連絡 

・調整の上、出願期間前のできるだけ早い時期に、県立特別支援学校長に受検上の配慮

申請書（様式第８号－１）により申請する。 

（２） 受検上の配慮申請書（様式第８号－１）を受理した県立特別支援学校長においては、

宮城県教育委員会教育長と事前に協議の上、配慮することが妥当であることを認めた場

合、配慮の内容を当該出身学校長に受検上の配慮通知（様式第８号－２）により通知す

る。 

- 8 - 
 

８ 選考期日及び合格者の発表 

（１） 各県立特別支援学校では、下表の期日に選考及び発表を行う。 

     学     校 第一次募集選考日 合格発表日 

視覚支援学校の高等部・専攻科 

聴覚支援学校の高等部・専攻科 

船岡支援学校の高等部 

西多賀支援学校の高等部（病弱）

山元支援学校の高等部（病弱） 

令和７年３月４日（火） 

※追検による選考を実施 

する場合 

令和７年３月７日（金） 

令和７年３月１３日(木)

（２） 合格者の発表は、合格発表日の午後３時に各学校において受検番号によって行う。 

なお、結果に係る通知書の郵送を希望する出身学校長は、結果通知用封筒１通（出願

先の県立特別支援学校長が指定する大きさの封筒、簡易書留速達郵便料金分の切手を貼

付し出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。）を出願先の県立特別支援学校

長に送付すること。 

 

第３ 第二次募集（知的障害以外） 

１ 第二次募集の実施 

（１） 合格者数が募集定員に満たない学科について、第二次募集を行う。 

（２） 第二次募集を行う学校の出願期間、選考方法及び合格者の発表日については、別に定

め公表する。 

   

  ２ 出願資格 

    第二次募集に出願できる者は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学

校高等学園等入学者募集要項に定めるところによる者のうち、以下のいずれかに該当する者と

する。ただし、以下のいずれかに該当しない場合でも、志願先の県立特別支援学校長がやむを

得ない理由があると判断した者は出願できるものとする。 

（１） 本県の県立特別支援学校の高等部及び専攻科の第一次募集を受検し合格していない者

又は本県の県立支援学校高等学園の第一次募集を受検し合格していない者。 

（２） 本県の県立特別支援学校の高等部及び専攻科の第一次募集又は本県の県立支援学校高

等学園の第一次募集に出願したが、病気や不慮の事故等で受検できなかった者。 

（３） 県外からの出願承認期間以降に、やむを得ない事由により県外から一家転住してきた

者で、県外の特別支援学校への入学意思がないことを確認できる者。 

 

  ３ 出願制限 

   （１） 出願できる県立特別支援学校の高等部及び専攻科は、第二次募集を実施する県立特別

支援学校の高等部及び専攻科の一つに限る。 

（２） 本県の県立特別支援学校の高等部及び専攻科並びに支援学校高等学園の第一次募集に

よる合格者は、第二次募集に出願できない。 
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（２） 本県の県立特別支援学校の高等部及び専攻科並びに支援学校高等学園の第一次募集に

よる合格者は、第二次募集に出願できない。 
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受検票送付用封筒１通(志願先の県立特別支援学校長等が指定する大きさの封筒に簡易書

留速達郵便料金分の切手を貼付し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。)

と併せて、志願先の県立特別支援学校長等に送付すること。 

（４） 出願書類を受理した県立特別支援学校長等は、出願者の出身学校長に対して、出願者

の受検番号を付した受検票を送付する。出願者は、出身学校長から受検票を受け取る。 

（５） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

（６） 志願先の県立特別支援学校等において受理した書類（受検票送付用封筒、切手等を含

む。）は、出願の取消等があっても返還しない。 

  

４ 出願期間 

   （１） 出願期間は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園

等入学者募集要項に定めるところによる。 

   （２） 受付時間は、土曜日、日曜日を除く、午前９時から午後４時までとする。 

 

５ 県外からの出願 

   （１） 出願資格と出願承認の申請 

       他の都道府県に住所を有する者で、他の都道府県の中学校、義務教育学校、特別支援

学校中学部を卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の前期

課程を修了若しくは令和７年３月修了見込みの者。 

上記に該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の特別支援学校高等部に入学を

志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認願等の書類を志願先の県立特別支援

学校長等に提出し、承認を得なければならない。 

      ※ 前記の出願資格において審査が困難な場合は、県立特別支援学校長等はあらかじめ 

県教育委員会と協議を行うものとする。  

記 

「やむを得ない理由」 

     １ 住所の異動によるもの 

    （１） 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合 

    （２） その他、特別な家庭の事情によって住所を異動せざるを得ない場合 

        承認に当たっては、異動の事由を客観的に証明する次のいずれかの書類が提出され 

ている者に限り、それらを資料として判断することとし、提出されない場合は承認し 

ない。 

      イ  住所に関する証明書 

         社宅等の入居証明書、家屋の賃貸契約書、持家の登記簿謄本、建築確認通知書の写 

       し等のいずれかの書類 

       ロ  転勤、在勤等を証明する書類 

     ２ その他 

      本県の県立特別支援学校に就学することが、やむを得ないと認められる合理的事由があ 

る場合 
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Ⅳ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部（知的障害）入学者選考要項 

第１  高等部設置学校名、学科名、修業年限及び募集定員 

 １  高 等 部 

    学   校   名   学   科  修業年限  募集定員 

   光 明 支 援 学 校 普 通 科           ３ ３５ 

    石 巻 支 援 学 校 普 通 科           ３ ３８ 

   気 仙 沼 支 援 学 校 普 通 科           ３ １９ 

   名 取 支 援 学 校 普 通 科           ３ １９ 

   角 田 支 援 学 校 普 通 科           ３ １６ 

   迫 支 援 学 校 普 通 科           ３ １１ 

    金 成 支 援 学 校 普 通 科           ３ １９ 

   古  川  支  援  学  校 普 通 科           ３ ２２ 

   西 多 賀 支 援 学 校(知的) 普 通 科           ３ ６ 

     山 元 支 援 学 校(知的) 普 通 科              ３ １１ 

    利 府 支 援 学 校 普 通 科              ３ １９ 

    小 松 島 支 援 学 校 普 通 科              ３ ２４ 

   秋保かがやき支援学校 普 通 科           ３ １１ 

松 陵 支 援 学 校 普  通  科 ３ １１ 

  

第２  第一次募集（知的障害） 

１ 出願資格 

     県立特別支援学校の高等部に出願できる資格を有する者は、令和７年度宮城県立特別支援学

校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項（P37 参照）に定めるところによる。 

  

  ２ 併願の不可 

    出願できる県立特別支援学校高等部は一つの学校に限るものとする。また、県立支援学校

高等学園との併願は認めない。 

    なお、出願した知的障害の県立特別支援学校高等部に合格した場合は、公立高等学校への

出願は認めない。 

  

３ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立特別支援学校長（宮城県立松陵支援学校について

は特別支援教育課長、以下「県立特別支援学校長等」という。）が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立特別支援学校長等に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立特別支援学校長等が指定した書類を、出身学校長に提出

し、出身学校長は志願先の県立特別支援学校長等に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、 

－　　－10



- 11 - 
 

受検票送付用封筒１通(志願先の県立特別支援学校長等が指定する大きさの封筒に簡易書

留速達郵便料金分の切手を貼付し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。)

と併せて、志願先の県立特別支援学校長等に送付すること。 

（４） 出願書類を受理した県立特別支援学校長等は、出願者の出身学校長に対して、出願者

の受検番号を付した受検票を送付する。出願者は、出身学校長から受検票を受け取る。 

（５） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

（６） 志願先の県立特別支援学校等において受理した書類（受検票送付用封筒、切手等を含

む。）は、出願の取消等があっても返還しない。 

  

４ 出願期間 

   （１） 出願期間は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園

等入学者募集要項に定めるところによる。 

   （２） 受付時間は、土曜日、日曜日を除く、午前９時から午後４時までとする。 

 

５ 県外からの出願 

   （１） 出願資格と出願承認の申請 

       他の都道府県に住所を有する者又は他の都道府県の中学校、義務教育学校、特別支援

学校中学部を卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の前期

課程を修了若しくは令和７年３月修了見込みの者。 

上記に該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の特別支援学校高等部に入学を

志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認願等の書類を志願先の県立特別支援

学校長等に提出し、承認を得なければならない。 

      ※ 前記の出願資格において審査が困難な場合は、県立特別支援学校長等はあらかじめ 

県教育委員会と協議を行うものとする。  

記 

「やむを得ない理由」 

     １ 住所の異動によるもの 

    （１） 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合 

    （２） その他、特別な家庭の事情によって住所を異動せざるを得ない場合 

        承認に当たっては、異動の事由を客観的に証明する次のいずれかの書類が提出され 

ている者に限り、それらを資料として判断することとし、提出されない場合は承認し 

ない。 

      イ  住所に関する証明書 

         社宅等の入居証明書、家屋の賃貸契約書、持家の登記簿謄本、建築確認通知書の写 

       し等のいずれかの書類 

       ロ  転勤、在勤等を証明する書類 

     ２ その他 

      本県の県立特別支援学校に就学することが、やむを得ないと認められる合理的事由があ 

る場合 
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Ⅳ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部（知的障害）入学者選考要項 

第１  高等部設置学校名、学科名、修業年限及び募集定員 

 １  高 等 部 

    学   校   名   学   科  修業年限  募集定員 

   光 明 支 援 学 校 普 通 科           ３ ３５ 

    石 巻 支 援 学 校 普 通 科           ３ ３８ 

   気 仙 沼 支 援 学 校 普 通 科           ３ １９ 

   名 取 支 援 学 校 普 通 科           ３ １９ 

   角 田 支 援 学 校 普 通 科           ３ １６ 

   迫 支 援 学 校 普 通 科           ３ １１ 

    金 成 支 援 学 校 普 通 科           ３ １９ 

   古  川  支  援  学  校 普 通 科           ３ ２２ 

   西 多 賀 支 援 学 校(知的) 普 通 科           ３ ６ 

     山 元 支 援 学 校(知的) 普 通 科              ３ １１ 

    利 府 支 援 学 校 普 通 科              ３ １９ 

    小 松 島 支 援 学 校 普 通 科              ３ ２４ 

   秋保かがやき支援学校 普 通 科           ３ １１ 

松 陵 支 援 学 校 普  通  科 ３ １１ 

  

第２  第一次募集（知的障害） 

１ 出願資格 

     県立特別支援学校の高等部に出願できる資格を有する者は、令和７年度宮城県立特別支援学

校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項（P37 参照）に定めるところによる。 

  

  ２ 併願の不可 

    出願できる県立特別支援学校高等部は一つの学校に限るものとする。また、県立支援学校

高等学園との併願は認めない。 

    なお、出願した知的障害の県立特別支援学校高等部に合格した場合は、公立高等学校への

出願は認めない。 

  

３ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立特別支援学校長（宮城県立松陵支援学校について

は特別支援教育課長、以下「県立特別支援学校長等」という。）が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立特別支援学校長等に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立特別支援学校長等が指定した書類を、出身学校長に提出

し、出身学校長は志願先の県立特別支援学校長等に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、 
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書（様式第７号－１）に証明書類等を添付し、出願先の県立特別支援学校長等へ持参又は

郵送する。 

     ニ 申請書及び証明書類等（以下「申請書類」という）を受理した出願先の県立特別支援学 

校長等は、申請書類を審査の上、追検による選考の承認の可否を判断し、速やかに当該出 

身学校長宛てに追検による選考受検許可証（様式第７号－２又は４）を送付する。 

     ホ 追検による選考を認められた出願者は追検による選考当日、受検票及び追検による選考

受検許可証の写しを受付で提示し受検する。 

     ヘ 追検による選考に関係する書類の送付については、事態の緊急性に鑑み、まずＦＡＸ等

で送付し、その後、速やかに持参又は郵送することとする。 

 

８ 選考期日及び合格者の発表 

   （１） 各県立特別支援学校では、下表の期日に選考及び発表を行う。 

     学     校 第一次募集選考日 合格発表日 

県立特別支援学校（知的障害）の

高等部 

令和７年１月１６日（木）

※追検による選考を実施

する場合 

令和７年１月２０日（月）

令和７年１月２３日(木)

   （２） 合格者の発表は、合格発表日の午後３時に各学校等において受検番号によって行う。 

なお、結果に係る通知書の郵送を希望する出身学校長は、結果通知用封筒１通（出願

先の県立特別支援学校長等が指定する大きさの封筒、簡易書留速達郵便料金分の切手を

貼付し出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。）を出願先の県立特別支援学

校長等に送付すること。 

 

第３ 第二次募集（知的障害） 

１ 第二次募集の実施 

（１） 合格者数が募集定員に満たない学科について、第二次募集を行う。 

（２） 第二次募集を行う学校の出願期間、選考方法及び合格者の発表日については、別に定

め公表する。 

   

  ２ 出願資格 

    第二次募集に出願できる者は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学

校高等学園等入学者募集要項に定めるところによる者のうち、以下のいずれかに該当する者と

する。 

   （１） 本県の県立特別支援学校の高等部の第一次募集を受検し合格していない者又は本県の

県立支援学校高等学園の第一次募集を受検し合格していない者。 

   （２） 本県の県立特別支援学校の高等部の第一次募集又は本県の県立支援学校高等学園の第

一次募集に出願したが、病気や不慮の事故等で受検できなかった者。 

   （３） 県外からの出願承認期間以降に、やむを得ない事由により県外から一家転住してきた

者で、県外の特別支援学校への入学意思がないことを確認できる者。 

 

- 12 - 
 

   （２）提出書類と出願承認手続 

     イ 出願承認のための提出書類は、次のとおりとする。 

       （イ） 県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認願（様式第１号） 

     （ロ） 本県の特別支援学校高等部に入学を志願する理由を証明する書類 

     ロ 出願承認手続きの受付期間は、令和６年１１月１２日（火）から令和６年１２月６日（金）

まで（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除く。）とする。 

なお、出願承認手続きは、遅滞なく行うこと。 

ハ 県立特別支援学校長等は、県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認願 

（様式第１号）を申請した者について審査の上、その理由がやむを得ないと認めたときは、 

志願者の出身学校長に対して、県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認 

書（様式第２号）を交付する。 

ニ 県立特別支援学校高等部について出願の承認を受けた者は、出願に際して、県立特別支 

援学校長等から交付された県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認書 

（様式第２号）を出願書類に添え、出身学校長を経て志願する県立特別支援学校長等に提 

出する。 

 

６ 出願の取消 

    出願者が出願を取り消す場合は、宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願取消し届（様式第

３号）により出身学校長を経て、速やかに出願先の県立特別支援学校長等に届け出るとともに、

受検票を返還する。 

 

７ 追検による選考の実施 

   （１） 第一次募集選考日当日に各学校で実施する諸検査等をやむを得ない事由により受検で 

きなかった者に対する受検機会の確保のために、追検による選考を実施する。 

   （２） 追検による選考は、第一次募集選考日当日に諸検査等を欠席した者で、次のいずれか 

に該当する者を対象として実施する。 

     イ インフルエンザ等の感染症等の罹患者及びその症状のある者 

     ロ その他やむを得ない事由のある者 

（３） 第一次募集選考日当日において、諸検査等のうち一つでも受検した場合には、出願先

の県立特別支援学校長等が追検による選考についてその実施の可否、内容等について判

断することとする。 

（４） 追検による選考における諸検査等は、第一次募集選考に準じて実施する。 

（５） 実施上の手続きは以下のとおりとする。 

     イ やむを得ない事由により諸検査等を受検できなくなった受検生は、在籍する出身学校

長へ速やかに連絡する。 

     ロ 当該出身学校長は、追検による選考の必要があると認めた場合には、選考日当日の午

後４時までに、出願先の県立特別支援学校長等へ電話等で連絡する。 

     ハ 当該出身学校長は、令和７年１月１７日（金）午後５時までに、追検による選考申請
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書（様式第７号－１）に証明書類等を添付し、出願先の県立特別支援学校長等へ持参又は

郵送する。 

     ニ 申請書及び証明書類等（以下「申請書類」という）を受理した出願先の県立特別支援学 

校長等は、申請書類を審査の上、追検による選考の承認の可否を判断し、速やかに当該出 

身学校長宛てに追検による選考受検許可証（様式第７号－２又は４）を送付する。 

     ホ 追検による選考を認められた出願者は追検による選考当日、受検票及び追検による選考

受検許可証の写しを受付で提示し受検する。 
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   （２）提出書類と出願承認手続 

     イ 出願承認のための提出書類は、次のとおりとする。 

       （イ） 県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認願（様式第１号） 

     （ロ） 本県の特別支援学校高等部に入学を志願する理由を証明する書類 

     ロ 出願承認手続きの受付期間は、令和６年１１月１２日（火）から令和６年１２月６日（金）

まで（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除く。）とする。 

なお、出願承認手続きは、遅滞なく行うこと。 

ハ 県立特別支援学校長等は、県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認願 

（様式第１号）を申請した者について審査の上、その理由がやむを得ないと認めたときは、 

志願者の出身学校長に対して、県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認 

書（様式第２号）を交付する。 

ニ 県立特別支援学校高等部について出願の承認を受けた者は、出願に際して、県立特別支 

援学校長等から交付された県外からの宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願承認書 

（様式第２号）を出願書類に添え、出身学校長を経て志願する県立特別支援学校長等に提 

出する。 

 

６ 出願の取消 

    出願者が出願を取り消す場合は、宮城県立特別支援学校高等部・専攻科出願取消し届（様式第

３号）により出身学校長を経て、速やかに出願先の県立特別支援学校長等に届け出るとともに、

受検票を返還する。 

 

７ 追検による選考の実施 

   （１） 第一次募集選考日当日に各学校で実施する諸検査等をやむを得ない事由により受検で 

きなかった者に対する受検機会の確保のために、追検による選考を実施する。 

   （２） 追検による選考は、第一次募集選考日当日に諸検査等を欠席した者で、次のいずれか 

に該当する者を対象として実施する。 

     イ インフルエンザ等の感染症等の罹患者及びその症状のある者 

     ロ その他やむを得ない事由のある者 

（３） 第一次募集選考日当日において、諸検査等のうち一つでも受検した場合には、出願先

の県立特別支援学校長等が追検による選考についてその実施の可否、内容等について判

断することとする。 

（４） 追検による選考における諸検査等は、第一次募集選考に準じて実施する。 

（５） 実施上の手続きは以下のとおりとする。 

     イ やむを得ない事由により諸検査等を受検できなくなった受検生は、在籍する出身学校

長へ速やかに連絡する。 

     ロ 当該出身学校長は、追検による選考の必要があると認めた場合には、選考日当日の午

後４時までに、出願先の県立特別支援学校長等へ電話等で連絡する。 

     ハ 当該出身学校長は、令和７年１月１７日（金）午後５時までに、追検による選考申請
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Ⅴ 令和７年度宮城県立支援学校高等学園及び宮城県立秋保かがやき支援 

  学校高等部産業技術科入学者選考方針 
           

 県立支援学校高等学園及び県立秋保かがやき支援学校高等部産業技術科（以下「県立高等学園等」

という。）に係る入学者の選考は、各県立高等学園等の教育の目的の実現及び生徒の健全育成と適切

な教育支援を期し、厳正に行うものとする。 

 

１ 基本原則 

（１） 各県立高等学園等は、入学希望者が各県立高等学園等の教育を受けることが適切かどうかにつ

いて、中学校長、義務教育学校長、中等教育学校長及び特別支援学校長（以下「出身学校長」とい

う。）から提出される調査書、共通学力検査及び各県立高等学園等で実施する諸検査等の結果に

基づいて総合的に判断する。 

（２） 入学者の選考に当たっては、厳正を期するために各県立高等学園等に選考委員会を設置する

ものとする。 

 

２ 第一次募集 

(１) 全ての県立高等学園等は、学校・学科の特色に応じて、第一次募集を実施する。入学者の選考

に当たって、県立高等学園等の校長は、原則として、調査書、共通学力検査の結果及び各県立高

等学園等で実施する諸検査等の結果により選考するものとする。 

 (２) 共通学力検査 

  イ 共通学力検査の実施期日は、諸検査等と同日に行うこととし、宮城県教育委員会が定める。 

   ロ  共通学力検査の実施教科は、国語及び数学とする。 

  ハ  共通学力検査の内容は、小学校学習指導要領及び特別支援学校小学部・中学部学習指導要領を 

踏まえ、基礎的・基本的な内容を重視するとともに、生徒の多様な能力や適性等を把握する観点 

に基づく問題となるよう配慮するものとし、宮城県教育委員会が定める。 

(３) 諸検査等 

   イ  諸検査等の実施期日は、共通学力検査と同日に行うこととし、宮城県教育委員会が定める。 

    ロ 諸検査等の内容及び実施方法は、各県立高等学園等において適切に定める。 

  ハ 諸検査等の内容及び実施方法は、障害の状態、発達段階、特性等に十分配慮する。 

 

３ 追検による選考 

  全ての県立高等学園等は、第一次募集選考日当日に、やむを得ない事由により受検できなかった者

を対象に、追検による選考を実施する。この場合、共通学力検査及び諸検査等並びに選考方法につい

ては、原則として第一次募集に準ずるものとする。 

 

４ 第二次募集 

  第一次募集の合格者数が、募集定員に満たない場合においては、第二次募集を行うものとする。こ

の場合、共通学力検査及び諸検査等並びに選考方法については、原則として第一次募集に準ずるもの

とする。 
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  ３ 出願制限 

   （１） 出願できる県立特別支援学校の高等部は、第二次募集を実施する県立特別支援学校の

高等部の一つに限る。 

（２） 本県の県立特別支援学校の高等部及び支援学校高等学園の第一次募集による合格者は、 

第二次募集に出願できない。 

 

第４ 入学の辞退（知的障害） 

   合格者のうち、入学を辞退する者は、入学辞退届（様式第４号）により出身学校長を経て出願 

  先の県立特別支援学校長等に届け出る。 

 

第５ その他（知的障害） 

  １ 学力検査教科別得点の簡易開示 

学力検査教科別得点の簡易開示について、希望する受検者等は、受検した県立特別支援学校等

に直接申し出ること。なお、開示期間は、合格発表日から１か月間とする。 

 
  ２ 諸検査等の実施上、配慮を要する者の取扱い 

（１） 出身学校長は、身体上のこと等で特に配慮を要する者が県立特別支援学校に出願する

場合、諸検査等について、事前に出願する県立特別支援学校長等と電話等で連絡・調整

の上、出願期間前のできるだけ早い時期に、県立特別支援学校長等に受検上の配慮申請

書（様式第８号－１）により申請する。 

（２） 受検上の配慮申請書（様式第８号－１）を受理した県立特別支援学校長等においては、

宮城県教育委員会教育長と事前に協議の上、配慮することが妥当であることを認めた場

合、配慮の内容を当該出身学校長に受検上の配慮通知（様式第８号－２）により通知する。 
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  ５ 県外からの出願 

    （１） 出願資格と出願承認の申請 

    イ 知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通に軽度の困難があり日常生活を営むのに一部 

援助が必要で、社会生活への適応が困難である程度の者。 

ロ 他の都道府県に住所を有する者で、他の都道府県の中学校、義務教育学校、特別支援学 

校中学部を卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の前期課程 

を修了若しくは令和７年３月修了見込みの者。 

      上記のイ及びロに該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の県立高等学園等に入 

 学を志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認のための書類を志願先の県立高等 

 学園等の校長に提出し、承認を得なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 提出書類と出願承認手続（以下、秋保かがやき支援学校の場合は、特別支援学校高等部 

の様式とする。） 

イ 出願承認のための提出書類は、次のとおりとする。 

（イ） 県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認願（様式第１号） 

（ロ） 本県の支援学校高等学園等に入学を志願する理由を証明する書類 

ロ 出願承認手続の受付期間は、令和６年１１月１２日（火）から令和６年１２月６日（金） 

まで（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除く。）とする。 

 なお、出願承認手続は、遅滞なく行うこと。 

    ハ 県立高等学園等の校長は、県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認願（様式第１ 

号）を申請した者について審査の上、その理由が特にやむを得ないと認めたときは、志願 

者の出身学校長に対して、県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認書（様式第２号）  

を交付する。 

    ニ 県立高等学園等について出願の承認を受けた者は、出願に際して、県立高等学園等の校 

長から交付された県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認書（様式第２号）を出願 

書類に添え、出身学校長を経て志願する県立高等学園等の校長に提出する。   

記 

「やむを得ない理由」 

 １ 住所の異動によるもの 

  （１） 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合 

  （２） その他、特別な家庭の事情によって住所を異動せざるを得ない場合 

      承認に当たっては、異動の事由を客観的に証明する次のいずれかの書類が提出されてい

る者に限り、それらを資料として判断することとし、提出されない場合は承認しない。 

    イ 住所に関する証明書 

      社宅等の入居証明書、家屋の賃貸契約書、持家の登記簿謄本、建築確認通知書の写し等

のいずれかの書類 

    ロ 転勤、在勤等を証明する書類 

 ２ その他 

   本県の県立高等学園等に就学することが、特にやむを得ないと認められる合理的事由がある場

合 
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Ⅵ 令和７年度宮城県立支援学校高等学園等入学者選考要項 

第１  学校名、学科名、修業年限及び募集定員 

 

学   校   名 学   科 修業年限 募集定員 

    岩 沼 高 等 学 園 産 業 技 術 科 ３ ４０ 

    岩 沼 高 等 学 園 

   川  崎  キ ャ ン パ ス 
産 業 技 術 科 ３ ８ 

    小 牛 田 高 等 学 園 普 通 科        ３ ２４ 

女 川 高 等 学 園 産 業 技 術 科 ３ ２４ 

秋保かがやき支援学校高等部 産 業 技 術 科 ３ ３２ 

   
第２  第一次募集（高等学園等） 

  １ 出願資格 

    県立高等学園等に出願できる資格を有する者は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・

専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項（P37 参照）に定めるところによる。 

   

２ 併願の不可 

    出願できる県立高等学園等は一つの学校に限るものとする。また、県立特別支援学校高等部 

   との併願は認めない。 

    なお、出願した県立高等学園等に合格した場合は、公立高等学校への出願は認めない。 

 

３ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立高等学園等の校長が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立高等学園等の校長に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立高等学園等の校長が指定した書類を、出身学校長に提出し、 

出身学校長は志願先の県立高等学園等の校長に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、受 

検票送付用封筒１通(志願先の県立高等学園等の校長が指定する大きさの封筒に簡易書留速 

達郵便料金分の切手を貼付し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。)と併せて、 

志願先の県立高等学園等の校長に送付すること。 

（４） 出願書類を受理した県立高等学園等の校長は、出願者の出身学校長に対して、出願者の受

検番号を付した受検票を送付する。出願者は、出身学校長から受検票を受け取る。 

（５） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

（６） 志願先の県立高等学園等において受理した書類（受検票送付用封筒、切手等を含む。）は、 

出願の取消等があっても返還しない。 

  

  ４ 出願期間 

  （１） 出願期間は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入 

     学者募集要項に定めるところによる。 

  （２） 受付時間は、土曜日、日曜日を除く、午前９時から午後４時までとする。 
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  ５ 県外からの出願 

    （１） 出願資格と出願承認の申請 

    イ 知的発達の遅滞があり、他人との意思疎通に軽度の困難があり日常生活を営むのに一部 

援助が必要で、社会生活への適応が困難である程度の者。 

ロ 他の都道府県に住所を有する者又は他の都道府県の中学校、義務教育学校、特別支援   

学校中学部を卒業した者若しくは令和７年３月卒業見込みの者又は中等教育学校の前期課

程を修了若しくは令和７年３月修了見込みの者。 

      上記のイ及びロに該当し、やむを得ない理由（下記）により本県の県立高等学園等に入 

 学を志願しようとする者は、出身学校長を経て出願承認のための書類を志願先の県立高等 

 学園等の校長に提出し、承認を得なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 提出書類と出願承認手続（以下、秋保かがやき支援学校の場合は、特別支援学校高等部 

の様式とする。） 

イ 出願承認のための提出書類は、次のとおりとする。 

（イ） 県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認願（様式第１号） 

（ロ） 本県の支援学校高等学園等に入学を志願する理由を証明する書類 

ロ 出願承認手続の受付期間は、令和６年１１月１２日（火）から令和６年１２月６日（金） 

まで（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除く。）とする。 

 なお、出願承認手続は、遅滞なく行うこと。 

    ハ 県立高等学園等の校長は、県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認願（様式第１ 

号）を申請した者について審査の上、その理由が特にやむを得ないと認めたときは、志願 

者の出身学校長に対して、県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認書（様式第２号）  

を交付する。 

    ニ 県立高等学園等について出願の承認を受けた者は、出願に際して、県立高等学園等の校 

長から交付された県外からの宮城県立支援学校高等学園出願承認書（様式第２号）を出願 

書類に添え、出身学校長を経て志願する県立高等学園等の校長に提出する。   

記 

「やむを得ない理由」 

 １ 住所の異動によるもの 

  （１） 保護者の転勤等に伴う一家転住によって住所を異動せざるを得ない場合 

  （２） その他、特別な家庭の事情によって住所を異動せざるを得ない場合 

      承認に当たっては、異動の事由を客観的に証明する次のいずれかの書類が提出されてい

る者に限り、それらを資料として判断することとし、提出されない場合は承認しない。 

    イ 住所に関する証明書 

      社宅等の入居証明書、家屋の賃貸契約書、持家の登記簿謄本、建築確認通知書の写し等

のいずれかの書類 

    ロ 転勤、在勤等を証明する書類 

 ２ その他 

   本県の県立高等学園等に就学することが、特にやむを得ないと認められる合理的事由がある場

合 
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Ⅵ 令和７年度宮城県立支援学校高等学園等入学者選考要項 

第１  学校名、学科名、修業年限及び募集定員 

 

学   校   名 学   科 修業年限 募集定員 

    岩 沼 高 等 学 園 産 業 技 術 科 ３ ４０ 

    岩 沼 高 等 学 園 

   川  崎  キ ャ ン パ ス 
産 業 技 術 科 ３ ８ 

    小 牛 田 高 等 学 園 普 通 科        ３ ２４ 

女 川 高 等 学 園 産 業 技 術 科 ３ ２４ 

秋保かがやき支援学校高等部 産 業 技 術 科 ３ ３２ 

   
第２  第一次募集（高等学園等） 

  １ 出願資格 

    県立高等学園等に出願できる資格を有する者は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・

専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項（P37 参照）に定めるところによる。 

   

２ 併願の不可 

    出願できる県立高等学園等は一つの学校に限るものとする。また、県立特別支援学校高等部 

   との併願は認めない。 

    なお、出願した県立高等学園等に合格した場合は、公立高等学校への出願は認めない。 

 

３ 出願手続 

（１） 出願に必要な書類は、志願先の県立高等学園等の校長が交付する。 

（２） 志願者は、出願に必要な書類を志願先の県立高等学園等の校長に請求する。 

（３） 志願者は、入学願書及び県立高等学園等の校長が指定した書類を、出身学校長に提出し、 

出身学校長は志願先の県立高等学園等の校長に提出する。 

なお、出願書類の提出を郵送により行う場合は、封筒に「入学願書在中」と朱書の上、受 

検票送付用封筒１通(志願先の県立高等学園等の校長が指定する大きさの封筒に簡易書留速 

達郵便料金分の切手を貼付し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。)と併せて、 

志願先の県立高等学園等の校長に送付すること。 

（４） 出願書類を受理した県立高等学園等の校長は、出願者の出身学校長に対して、出願者の受

検番号を付した受検票を送付する。出願者は、出身学校長から受検票を受け取る。 

（５） 出願に係る手数料は、徴収しない。 

（６） 志願先の県立高等学園等において受理した書類（受検票送付用封筒、切手等を含む。）は、 

出願の取消等があっても返還しない。 

  

  ４ 出願期間 

  （１） 出願期間は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入 

     学者募集要項に定めるところによる。 

  （２） 受付時間は、土曜日、日曜日を除く、午前９時から午後４時までとする。 
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  （２） 合格者の発表は、合格発表日の午後３時に各県立高等学園等において受検番号によって 

行う。 

 なお、結果に係る通知書の郵送を希望する出身学校長は、結果通知用封筒１通（出願先 

の県立高等学園等の校長が指定する大きさの封筒、簡易書留速達郵便料金分の切手を貼付 

し、出身学校長名、住所、郵便番号等を明記したもの。）を出願先の県立高等学園等の校 

長に送付すること。 

 

第３ 第二次募集（高等学園等） 

  １ 第二次募集の実施 

  （１） 合格者が募集定員に満たない学科について、第二次募集を行う。 

  （２） 第二次募集を行う学校の出願期間、選考方法及び合格者の発表日については、別に定め 

公表する。 

   

２ 出願資格 

    第二次募集に出願できる者は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学

校高等学園等入学者募集要項に定めるところによる者のうち、以下のいずれかに該当する者と

する。 

  （１） 本県の県立支援学校高等学園及び県立特別支援学校高等部(知的障害)の第一次募集を受 

検し合格していない者又は本県の県立支援学校高等学園等の第一次募集に出願したが、病 

気や不慮の事故等で受検できなかった者。 

  （２） 県外からの出願承認期間以降に、やむを得ない事由により県外から一家転住してきた者 

で、県外の特別支援学校への入学意思がないことが確認できる者。 

 

３ 出願制限 

  （１） 出願できる県立高等学園等は、第二次募集を実施する県立高等学園等の一つに限る。 

（２） 本県の県立支援学校高等学園及び県立特別支援学校高等部（知的障害）の第一次募集に 

よる合格者は、第二次募集に出願できない。 

 

第４ 入学の辞退（高等学園等） 
   合格者のうち、入学を辞退する者は、入学辞退届（様式第４号）により出身学校長を経て出願 

先の県立高等学園等の校長に届け出る。 

 

第５ その他（高等学園等） 

  １ 共通学力検査教科別得点の簡易開示 

    共通学力検査教科別得点の簡易開示について、希望する受検者等は、受検した県立高等学園 

等に直接申し出ること。 

なお、開示期間は合格発表日の翌日から１か月間とする。 

   

  ２ 共通学力検査及び諸検査等の実施上、配慮を要する者の取扱い 

  （１） 出身学校長は、身体上のこと等で特に配慮を要する者が県立高等学園等に出願する場合、 

共通学力検査及び諸検査等について、事前に出願する県立高等学園等の校長と電話等で連絡・ 

調整の上、出願期間前のできるだけ早い時期に、県立高等学園等の校長に受検上の配慮申請 
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６ 出願の取消 

    出願者が出願を取り消す場合は、宮城県立支援学校高等学園出願取消し届（様式第３号）に 

より出身学校長を経て、速やかに出願先の県立高等学園等の校長に届け出るとともに、受検票 

を返還する。 

 

７ 追検による選考の実施 

  （１） 第一次募集選考日当日に各県立高等学園等で実施する共通学力検査及び諸検査等をやむ 

     を得ない事由により受検できなかった者に対する受検機会の確保のために、追検による選 

     考を実施する。 

（２）  追検による選考は、第一次募集選考日当日に共通学力検査及び諸検査等を欠席した者で、 

次のいずれかに該当する者を対象として実施する。 

イ インフルエンザ等の感染症等の罹患者及びその症状のある者。 

ロ その他やむを得ない事由のある者。 

（３） 第一次募集選考日当日において、共通学力検査のうち一教科でも受検した場合には、追 

検による選考を認めない。 

  （４） 追検による選考における共通学力検査及び諸検査等は、第一次募集選考に準じて実施す 

る。 

  （５） 実施上の手続は以下のとおりである。 

    イ やむを得ない事由により共通学力検査及び諸検査等を受検できなくなった受検生は、在 

籍する出身学校長へ速やかに連絡する。 

ロ 当該出身学校長は、追検による選考の必要があると認めた場合には、選考日当日の午後 

４時までに、出願先の県立高等学園等の校長へ電話等で連絡する。 

    ハ 当該出身学校長は、令和７年１月１７日（金）午後５時までに、追検による選考申請書 

（様式第７号－１）に証明書類等を添付し、出願先の県立高等学園等の校長へ持参または 

郵送する。 

    ニ 申請書及び証明書類等（以下申請書類という。）を受理した出願先の県立高等学園等の 

校長は、申請書類を審査の上、追検による選考の承認の可否を判断し、速やかに当該出身 

学校長宛てに追検による選考受検許可証（様式第７号－２）を送付する。 

    ホ 追検による選考を認められた出願者は、追検による選考当日、受検票及び追検による選 

考受検許可証(様式７号－２)の写しを受付で提示し受検する。 

    ヘ 追検による選考に関係する書類の送付については、事態の緊急性に鑑み、まずＦＡＸ等 

で送付し、その後、速やかに持参または郵送することとする。 

   

８ 選考期日及び合格者の発表 

  （１） 下記の期日に選考を行う。 

     学     校 第一次募集選考日 合格発表日 

県立支援学校高等学園 

秋保かがやき支援学校産業技術科

令和７年１月１６日（木）

※追検による選考を実施

する場合 

令和７年１月２０日（月）

令和７年１月２３日(木)
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  （２） 合格者の発表は、合格発表日の午後３時に各県立高等学園等において受検番号によって 

行う。 

 なお、結果に係る通知書の郵送を希望する出身学校長は、結果通知用封筒１通（出願先 

の県立高等学園等の校長が指定する大きさの封筒、簡易書留速達郵便料金分の切手を貼付 
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  １ 第二次募集の実施 

  （１） 合格者が募集定員に満たない学科について、第二次募集を行う。 
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２ 出願資格 

    第二次募集に出願できる者は、令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学

校高等学園等入学者募集要項に定めるところによる者のうち、以下のいずれかに該当する者と
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  （１） 本県の県立支援学校高等学園及び県立特別支援学校高等部(知的障害)の第一次募集を受 

検し合格していない者又は本県の県立支援学校高等学園等の第一次募集に出願したが、病 

気や不慮の事故等で受検できなかった者。 

  （２） 県外からの出願承認期間以降に、やむを得ない事由により県外から一家転住してきた者 

で、県外の特別支援学校への入学意思がないことが確認できる者。 

 

３ 出願制限 

  （１） 出願できる県立高等学園等は、第二次募集を実施する県立高等学園等の一つに限る。 

（２） 本県の県立支援学校高等学園及び県立特別支援学校高等部（知的障害）の第一次募集に 

よる合格者は、第二次募集に出願できない。 
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   合格者のうち、入学を辞退する者は、入学辞退届（様式第４号）により出身学校長を経て出願 

先の県立高等学園等の校長に届け出る。 

 

第５ その他（高等学園等） 

  １ 共通学力検査教科別得点の簡易開示 

    共通学力検査教科別得点の簡易開示について、希望する受検者等は、受検した県立高等学園 

等に直接申し出ること。 

なお、開示期間は合格発表日から１か月間とする。 

   

  ２ 共通学力検査及び諸検査等の実施上、配慮を要する者の取扱い 

  （１） 出身学校長は、身体上のこと等で特に配慮を要する者が県立高等学園等に出願する場合、 

共通学力検査及び諸検査等について、事前に出願する県立高等学園等の校長と電話等で連絡・ 

調整の上、出願期間前のできるだけ早い時期に、県立高等学園等の校長に受検上の配慮申請 
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６ 出願の取消 

    出願者が出願を取り消す場合は、宮城県立支援学校高等学園出願取消し届（様式第３号）に 

より出身学校長を経て、速やかに出願先の県立高等学園等の校長に届け出るとともに、受検票 

を返還する。 

 

７ 追検による選考の実施 

  （１） 第一次募集選考日当日に各県立高等学園等で実施する共通学力検査及び諸検査等をやむ 

     を得ない事由により受検できなかった者に対する受検機会の確保のために、追検による選 

     考を実施する。 

（２）  追検による選考は、第一次募集選考日当日に共通学力検査及び諸検査等を欠席した者で、 

次のいずれかに該当する者を対象として実施する。 

イ インフルエンザ等の感染症等の罹患者及びその症状のある者。 

ロ その他やむを得ない事由のある者。 

（３） 第一次募集選考日当日において、共通学力検査のうち一教科でも受検した場合には、追 

検による選考を認めない。 

  （４） 追検による選考における共通学力検査及び諸検査等は、第一次募集選考に準じて実施す 

る。 

  （５） 実施上の手続は以下のとおりである。 

    イ やむを得ない事由により共通学力検査及び諸検査等を受検できなくなった受検生は、在 
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ロ 当該出身学校長は、追検による選考の必要があると認めた場合には、選考日当日の午後 

４時までに、出願先の県立高等学園等の校長へ電話等で連絡する。 

    ハ 当該出身学校長は、令和７年１月１７日（金）午後５時までに、追検による選考申請書 

（様式第７号－１）に証明書類等を添付し、出願先の県立高等学園等の校長へ持参または 

郵送する。 

    ニ 申請書及び証明書類等（以下申請書類という。）を受理した出願先の県立高等学園等の 

校長は、申請書類を審査の上、追検による選考の承認の可否を判断し、速やかに当該出身 

学校長宛てに追検による選考受検許可証（様式第７号－２）を送付する。 

    ホ 追検による選考を認められた出願者は、追検による選考当日、受検票及び追検による選 

考受検許可証(様式７号－２)の写しを受付で提示し受検する。 

    ヘ 追検による選考に関係する書類の送付については、事態の緊急性に鑑み、まずＦＡＸ等 

で送付し、その後、速やかに持参または郵送することとする。 

   

８ 選考期日及び合格者の発表 

  （１） 下記の期日に選考を行う。 

     学     校 第一次募集選考日 合格発表日 

県立支援学校高等学園 

秋保かがやき支援学校産業技術科

令和７年１月１６日（木）

※追検による選考を実施

する場合 

令和７年１月２０日（月）

令和７年１月２３日(木)
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Ⅶ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考及び支援学校高等  

学園等入学者選考事務要領 

 

第１ 出願に伴う事務 

 １ 出願受付について 

 （１）  出願書類を受理した県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等は、受検番号を付した受 

検票を出身学校長経由で、保護者又は保証人に交付する。 

 （２） 県外からの出願者については、出願承認書の添付の有無を確認の上、受理する。 

 （３） 県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等は、出願締切り後、速やかに学科別の出願者 

名等を令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科／支援学校高等学園出願者報告書（様 

式第５号）により教育長に報告する。 

（４） 県立松陵支援学校に出願する場合は、各提出先を県教育庁特別支援教育課長宛てとする。 

  

第２ 選考に関する事務 

 １ 選考について 

 （１） 選考の実施責任者は、県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等とする。 

 （２） 県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等は、選考方法等を明記した入学者募集要項を 

    選考日の２か月前までに、教育長に提出する。 

 （３） 選考は、調査書や諸検査等の結果を合わせて総合的に判断する。 

 （４） 選考に当たっては、学校ごとに選考委員会を設置し、各学校で定める選考方法に基づいて、 

公正かつ適切に行う。 

                    

 ２ 選考決定後の処理について 

（１） 県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等は、合格者の発表の後、直ちにウェブメール 

で合格者数（学科別）を特別支援教育課長に報告する。 

（２） 県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等は、合否の結果を出身学校長に通知するとと 

もに、出身学校長を通して速やかに本人に通知する。 

（３） 県立特別支援学校長等及び県立高等学園校長等は、合格者の発表後１週間以内に、学科別合 

格者名等と選考結果を令和７年度特別支援学校高等部・専攻科／支援学校高等学園選考結果報 

告書（様式第６号）により教育長に報告する。 

（４） 第二次募集を行う学校にあっては、募集要項等を特別支援教育課長に報告する。 
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 書（様式第８号－１）により申請する。 

  （２） 受検上の配慮申請書（様式第８号－１）を受理した県立高等学園等の校長においては、 

     宮城県教育委員会教育長と事前に協議の上、配慮することが妥当であることを認めた場合、 

     配慮の内容を当該出身学校長に受検上の配慮通知（様式第８号－２）により通知する。 
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Ⅶ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科入学者選考及び支援学校高等  

学園等入学者選考事務要領 
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 書（様式第８号－１）により申請する。 

  （２） 受検上の配慮申請書（様式第８号－１）を受理した県立高等学園等の校長においては、 

     宮城県教育委員会教育長と事前に協議の上、配慮することが妥当であることを認めた場合、 

     配慮の内容を当該出身学校長に受検上の配慮通知（様式第８号－２）により通知する。 
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日程
志願者

（保護者）
出身学校等 県立特別支援学校

県教育委員会
（特別支援教育課）

受検上の配慮を要する者
受検上の配慮申請書
（様式第８号ー１）

受理・審査 審　査

受　領 受　領
受検上の配慮通知

（様式第８号ー２）

入学願書
（願書）

受　領 受　理

受　領 受　領
受検票

（願書）

受　理

出願取消し届
（様式第３号）

受　領 受　理

受検票の返還

※
インフルエンザ等やむを
得ない事由

電話による連絡
追検による選考申請書
（様式第７号ー１）

受理・審査

受　領 受　領
追検による選考受検許可証

（様式第７号ー２）

採点等
合否判定会議等

結果通知書（学校独自様式）

合格通知書（学校独自様式）

選考結果報告書
（様式第６号）

受　理

入学辞退届
（様式第４号）

受　領 受　理

入学辞退者について
（任意様式）

受　理

◆第一次募集の流れ（知的障害）（高等学園も同様）

第一次募集選考日（各学校における学力検査・諸検査・面接等）

受　領 受　領

特別支援学校高等部・専
攻科出願者報告書
支援学校高等学園出願者
報告書
（様式第５号）

提出 出願

交付配付

報告

提出 届出

連絡

問合せ
回答

連絡
申請

問合せ
回答

送付

追検による選考

合格発表

手渡
又は
郵送

配付

報告

ウェブ
メール
親展文書

連絡

問合せ
確認

連絡
申請

問合せ
確認

協議

送付回答

12/12(木)
～

12/26(木)
午後4時ま
で

出願期間

前のでき

るだけ早

い時期

12/26(木)
締切り後
速やかに

第一次募
集検査日
前まで速
やかに

1/16(木)

1/20(月)

1/23(木)

午後3時

提出 提出

報告

ウェブ
メール
親展文書

1/24(金)
以降分か
り次第

写しを

配付

ウェブ
メール
親展文書
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第３　入学者選考に係るフロー図（概要）

日程
志願者

（保護者）
出身学校等 県立特別支援学校

県教育委員会
（特別支援教育課）

受検上の配慮を要する者
受検上の配慮申請書
（様式第８号ー１）

受理・審査 審　査

受　領 受　領
受検上の配慮通知

（様式第８号－２）

入学願書
（願書）

受　領 受　理

受　領 受　領
受検票

（願書）

受　理

出願取消し届
（様式第３号）

受　領 受　理

受検票の返還

※
インフルエンザ等やむを
得ない事由

電話による連絡
追検による選考申請書
（様式第７号ー１）

受理・審査

受　領 受　領
追検による選考受検許可証

（様式第７号ー２）

採点等
合否判定会議等

結果通知書（学校独自様式）

合格通知書（学校独自様式）

選考結果報告書
（様式第６号）

受　理

入学辞退届
（様式第４号）

受　領 受　理

入学辞退者について
（任意様式）

受　理

※専攻科受検生の中でやむを得ない事由により本人が直接追検による選考を申請する場合は、様式第７号ー３により申請する。

※上記申請を許可した場合は、様式第７号ー４により受検生本人に許可証を送付する。

受　領受　領

◆第一次募集の流れ（知的障害以外）

特別支援学校高等部・専
攻科出願者報告書
（様式第５号）

第一次募集選考日（各学校における諸検査・面接等）

提出 出願

交付配付

報告

提出 届出

連絡

問合せ
回答

連絡
申請

問合せ
回答

送付写しを

配付

追検による選考

合格発表

手渡
又は
郵送

配付

報告

ウェブ
メール
親展文書

連絡

問合せ
確認

連絡
申請

問合せ
確認

協議

送付回答

2/10(月)
～

2/14(金)
午前11時
まで

出願期間

前のでき

るだけ早

い時期

2/14(金)
締切り後
速やかに

第一次募
集検査日
前まで速
やかに

3/4(火)

3/7(金)

3/13(木)

午後3時

提出 提出

報告

3/14(金)
以降分か
り次第

ウェブ
メール
親展文書
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日程
志願者

（保護者）
出身学校等 県立特別支援学校

県教育委員会
（特別支援教育課）

受検上の配慮を要する者
受検上の配慮申請書
（様式第８号ー１）

受理・審査 審　査

受　領 受　領
受検上の配慮通知

（様式第８号ー２）

入学願書
（願書）

受　領 受　理

受　領 受　領
受検票

（願書）

受　理

出願取消し届
（様式第３号）

受　領 受　理

受検票の返還

※
インフルエンザ等やむを
得ない事由

電話による連絡
追検による選考申請書
（様式第７号ー１）

受理・審査

受　領 受　領
追検による選考受検許可証

（様式第７号ー２）

採点等
合否判定会議等

結果通知書（学校独自様式）

合格通知書（学校独自様式）

選考結果報告書
（様式第６号）

受　理

入学辞退届
（様式第４号）

受　領 受　理

入学辞退者について
（任意様式）

受　理

◆第一次募集の流れ（知的障害）（高等学園も同様）

第一次募集選考日（各学校における学力検査・諸検査・面接等）

受　領 受　領

特別支援学校高等部・専
攻科出願者報告書
支援学校高等学園出願者
報告書
（様式第５号）

提出 出願

交付配付

報告

提出 届出

連絡

問合せ
回答

連絡
申請

問合せ
回答

送付

追検による選考

合格発表

手渡
又は
郵送

配付

報告

ウェブ
メール
親展文書

連絡

問合せ
確認

連絡
申請

問合せ
確認

協議

送付回答

12/12(木)
～

12/26(木)
午後4時ま
で

出願期間

前のでき

るだけ早

い時期

12/26(木)
締切り後
速やかに

第一次募
集検査日
前まで速
やかに

1/16(木)

1/20(月)

1/23(木)

午後3時

提出 提出

報告

ウェブ
メール
親展文書

1/24(金)
以降分か
り次第

写しを

配付

ウェブ
メール
親展文書
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第３　入学者選考に係るフロー図（概要）
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※
インフルエンザ等やむを
得ない事由

電話による連絡
追検による選考申請書
（様式第７号ー１）

受理・審査

受　領 受　領
追検による選考受検許可証

（様式第７号ー２）

採点等
合否判定会議等

結果通知書（学校独自様式）

合格通知書（学校独自様式）

選考結果報告書
（様式第６号）

受　理

入学辞退届
（様式第４号）

受　領 受　理

入学辞退者について
（任意様式）

受　理

※専攻科受検生の中でやむを得ない事由により本人が直接追検による選考を申請する場合は、様式第７号ー３により申請する。

※上記申請を許可した場合は、様式第７号ー４により受検生本人に許可証を送付する。

受　領受　領

◆第一次募集の流れ（知的障害以外）

特別支援学校高等部・専
攻科出願者報告書
（様式第５号）

第一次募集選考日（各学校における諸検査・面接等）

提出 出願

交付配付

報告

提出 届出

連絡

問合せ
回答

連絡
申請

問合せ
回答

送付写しを

配付

追検による選考

合格発表

手渡
又は
郵送

配付

報告

ウェブ
メール
親展文書

連絡

問合せ
確認

連絡
申請

問合せ
確認

協議

送付回答

2/10(月)
～

2/14(金)
午前11時
まで

出願期間

前のでき

るだけ早

い時期

2/14(金)
締切り後
速やかに

第一次募
集検査日
前まで速
やかに

3/4(火)

3/7(金)

3/13(木)

午後3時

提出 提出

報告

3/14(金)
以降分か
り次第

ウェブ
メール
親展文書
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日程
志願者

（保護者）
出身学校等 県立特別支援学校

県教育委員会
（特別支援教育課）

受　領 受　理

審　査

受　領 受　領

受　領 受 理

第４　各種様式一覧

・入学願書
・宮城県立特別支援学校
高等部・専攻科及び高等
学園出願承認書（様式第2
号）

以下、第一次募集のフロー図参照のこと

◆県外からの出願の流れ

・県外からの宮城県立特別
支援学校高等部・専攻科及
び高等学園出願承認願（様
式第1号）
・志願する理由を証明する
書類

宮城県立特別支援学校高
等部・専攻科及び高等学
園出願承認書（様式第2
号）

提出 申請

交付送付

提出 出願

（知的以外）

11月12日(火)

～

2月10日(月)

(知的障害）

11月12日(火)

～

12月6日(金)

（知的以外）

2月10日(月)

～

2月14日(金)

(知的障害）

12月12日(木)

～

12月26日(木)

番　号 ページ

出願手続 4,10,16 願書 25 入学願書 志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 4,10,16 願書 25 受検票
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長 志願者

追検による選考申請 7,12,18
第7号－1
又は３

31,33 追検による選考申請書
出身学校長/
志願者(専攻科のみ）

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

追検による選考許可 7,12,18
第7号－2
又は4

32,34 追検による選考受検許可証
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長
志願者

出願者の報告 21 第5号 29
令和６年度宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願者報告書

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

教育長

選考結果の報告 21 第6号 30
令和６年度宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園選考結果報告書

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

教育長

出願承認 5,11,17 第１号 26
県外からの宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願承認願

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 5,11,17
住所に関する証明書
転勤，在勤等を証明する書類

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 5,11,17 第2号 27
県外からの宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願承認書

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長 志願者

出願手続 6,12,17 願書 25 入学願書 志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 6,12,17 第2号 27
県外からの宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願承認書

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

受検上の配慮 9,14,19 第8号－1 35 受検上の配慮申請書 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 9,14,19 第8号－2 36 受検上の配慮通知
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長

出願の取消 6,12,18 第3号 28
宮城県立特別支援学校高等部・専攻科/
支援学校高等学園出願取消し届

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

入学の辞退 9,14,19 第4号 28 入学辞退届 志願者
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

第
一
次
募
集

県
外
か
ら
の
出
願

そ
の
他
の
様
式
等

事　項
本　文
ページ

様　式
書　類　名 報告者又は送付者 経由等 最終報告先又は送付先
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- 25 - 

 

 第５ 各種様式 
 
（願 書） 

受 検 

番 号 ※         番 
 

 

 

                     入        学        願        書 
 

                                       令和  年  月  日 

 宮 城 県 立  ○  ○  校 長  殿                   
                            ふ り が な 
                      志願者本人氏名 
                              （本人署名又は記名押印） 
                               昭和    年    月    日生 
                                                      平成 
                     保護者（又は保証人） 

氏名 
                               

（本人署名又は記名押印） 
 
 貴校 高等部・専攻科（   ）科 に入学したいので、保護者（保証人）連署の上、志願いたし
ます。 
 

 

 

本 

 

人 

現  住  所       
〒（   －   ） 

 

在学（出身） 

学    校 
昭和    
      
平成  年  月卒業見込・卒業 
 
令和   

特別支援学級種別 

(知的、弱視等を書く) 

保又 
 は 
護保 
 証 
者人 

現 住 所       

〒（   －   ） 
 
 
                    

電話 （  ）  － 

第２志望学科（        ）

 

                                      割 

                                       
                                      印 

 
 

受         検          票 
 
 令和７年度宮城県立特別支援学校入学者選考      （※の欄は記入しないこと） 

受検 
番号 

※          番 氏 名  
生年 
月日 

昭和 
平成  年 月 日 

在学（出身） 
学    校 

○ ○ 立 ○ ○ 学 校 志願校
※宮城県立○○○○        
   高等部・専攻科（   ）科 

 
 

日程
志願者

（保護者）
出身学校等 県立特別支援学校

県教育委員会
（特別支援教育課）

受　領 受　理

審　査

受　領 受　領

受　領 受 理

第４　各種様式一覧

・入学願書
・宮城県立特別支援学校
高等部・専攻科及び高等
学園出願承認書（様式第2
号）

以下、第一次募集のフロー図参照のこと

◆県外からの出願の流れ

・県外からの宮城県立特別
支援学校高等部・専攻科及
び高等学園出願承認願（様
式第1号）
・志願する理由を証明する
書類

宮城県立特別支援学校高
等部・専攻科及び高等学
園出願承認書（様式第2
号）

提出 申請

交付送付

提出 出願

（知的以外）

11月12日(火)

～

2月13日(木)

(知的障害）

11月12日(火)

～

12月6日(金)

（知的以外）

2月10日(月)

～

2月14日(金)

(知的障害）

12月12日(木)

～

12月26日(木)

番　号 ページ

出願手続 4,10,16 願書 25 入学願書 志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 4,10,16 願書 25 受検票
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長 志願者

追検による選考申請 7,12,18
第7号－1
又は３

31,33 追検による選考申請書
出身学校長/
志願者(専攻科のみ）

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

追検による選考許可 7,12,18
第7号－2
又は4

32,34 追検による選考受検許可証
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長
志願者

出願者の報告 21 第5号 29
令和６年度宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願者報告書

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

教育長

選考結果の報告 21 第6号 30
令和６年度宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園選考結果報告書

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

教育長

出願承認 5,11,17 第１号 26
県外からの宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願承認願

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 5,11,17
住所に関する証明書
転勤，在勤等を証明する書類

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 5,11,17 第2号 27
県外からの宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願承認書

県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長 志願者

出願手続 6,12,17 願書 25 入学願書 志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 6,12,17 第2号 27
県外からの宮城県立特別支援学校高等部・
専攻科/支援学校高等学園出願承認書

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

受検上の配慮 9,14,19 第8号－1 35 受検上の配慮申請書 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

〃 9,14,19 第8号－2 36 受検上の配慮通知
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

出身学校長

出願の取消 6,12,18 第3号 28
宮城県立特別支援学校高等部・専攻科/
支援学校高等学園出願取消し届

志願者 出身学校長
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

入学の辞退 9,14,19 第4号 28 入学辞退届 志願者
県立特別支援学校長/
県立高等学園校長

第
一
次
募
集

県
外
か
ら
の
出
願

そ
の
他
の
様
式
等

事　項
本　文
ページ

様　式
書　類　名 報告者又は送付者 経由等 最終報告先又は送付先
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－27－ 

 

 【様式第２号】 

 

 

県外からの宮城県立 

 

特別支援学校高等部・専攻科

支援学校高等学園 

 

出願承認書 

 

 

 

 

  令和  年  月  日付けで申請のありました下記の者の、本校出願について 

 承認します。 

 

 

 

 

 

                    記 

 

氏 名               

生 年 月 日              
昭和 

平成 
年   月   日 生 

在 学 （ 出 身 ） 学 校              立        学校 

出 願 部 （ 科 ） ・ 学 科              部（科）     学科 

 

 理   由 

 

 

 

 

 

 令和  年  月  日 

 

 

                宮城県立 ○ ○  校長          印 

 

 

  〈注〉 理由は、転勤・転居のように明記する。 

- 26 - 

 

  【様式第１号】 

 
県 外 か ら の 宮 城 県 立  

 

特別支援学校高等部・専攻科 

支援学校高等学園 

 
出願承認願 
 

                                令和  年  月  日
 
 宮 城 県 立 ○ ○ 校 長  殿                  
                      ふ り が な 
                    志願者本人氏名 
                                 （本人署名又は記名押印） 
                            昭和  年  月  日生 
                                                        平成 
                      保護者（又は保証人） 

氏名 
 

                                                               （本人署名又は記名押印） 
 
  下記のとおり、貴校  高等部・専攻科（    ）科  に入学したいので、出願を 

 
承認くださるよう保護者（保証人）連署の上、お願いします。 

 
記 

本 
 
 
 
 

人 

現  住  所            
〒（  －  ） 

在 学 （ 出 身 ） 学 校            
 

卒業見込 ・ 卒業の年月 
 昭和    
 平成     年   月      卒業見込・卒業 
  令和   

氏         名 
 

保又 
 は 
護保 
 証 
者人 

現 住 所            

〒（  －  ） 
 
 
          電話       （  ） 

氏         名 
 
 

出 願 先             宮城県立             部科（    ）学科 

理 
 
 

由 

 
 
 

転居の場合、入学後の本人及び保護者の予定住所 
〒（ － ） 

学校所在地 
〒（     －      ）        〇〇学校長 
                         氏 名          印 
 
 上記のとおり相違ないこと、及び、貴校以外の宮城県内の公立特別支援学校高等部・専攻科、支援学校高等学園及
び公立高等学校と併願していないことを証明します。 

 〈注〉１ 理由は、できるだけ詳細かつ具体的に記入すること。 
    ２ 理由を証明する書類を添付すること。 

 ３ 返信用封筒（返信用切手貼付、あて先明記）を同封すること。 
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－27－ 

 

 【様式第２号】 

 

 

県外からの宮城県立 

 

特別支援学校高等部・専攻科

支援学校高等学園 

 

出願承認書 

 

 

 

 

  令和  年  月  日付けで申請のありました下記の者の、本校出願について 

 承認します。 

 

 

 

 

 

                    記 

 

氏 名               

生 年 月 日              
昭和 

平成 
年   月   日 生 

在 学 （ 出 身 ） 学 校              立        学校 

出 願 部 （ 科 ） ・ 学 科              部（科）     学科 

 

 理   由 

 

 

 

 

 

 令和  年  月  日 

 

 

                宮城県立 ○ ○  校長          印 

 

 

  〈注〉 理由は、転勤・転居のように明記する。 

- 26 - 

 

  【様式第１号】 

 
県 外 か ら の 宮 城 県 立  

 

特別支援学校高等部・専攻科 

支援学校高等学園 

 
出願承認願 
 

                                令和  年  月  日
 
 宮 城 県 立 ○ ○ 校 長  殿                  
                      ふ り が な 
                    志願者本人氏名 
                                 （本人署名又は記名押印） 
                            昭和  年  月  日生 
                                                        平成 
                      保護者（又は保証人） 

氏名 
 

                                                               （本人署名又は記名押印） 
 
  下記のとおり、貴校  高等部・専攻科（    ）科  に入学したいので、出願を 

 
承認くださるよう保護者（保証人）連署の上、お願いします。 

 
記 

本 
 
 
 
 

人 

現  住  所            
〒（  －  ） 

在 学 （ 出 身 ） 学 校            
 

卒業見込 ・ 卒業の年月 
 昭和    
 平成     年   月      卒業見込・卒業 
  令和   

氏         名 
 

保又 
 は 
護保 
 証 
者人 

現 住 所            

〒（  －  ） 
 
 
          電話       （  ） 

氏         名 
 
 

出 願 先             宮城県立             部科（    ）学科 

理 
 
 

由 

 
 
 

転居の場合、入学後の本人及び保護者の予定住所 
〒（ － ） 

学校所在地 
〒（     －      ）        〇〇学校長 
                         氏 名          印 
 
 上記のとおり相違ないこと、及び、貴校以外の宮城県内の公立特別支援学校高等部・専攻科、支援学校高等学園及
び公立高等学校と併願していないことを証明します。 

 〈注〉１ 理由は、できるだけ詳細かつ具体的に記入すること。 
    ２ 理由を証明する書類を添付すること。 

 ３ 返信用封筒（返信用切手貼付、あて先明記）を同封すること。 
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－29－ 

 

 【様式第５号】 
 

令和７年度 宮城県立 特別支援学校高等部・専攻科 
支援学校高等学園       出願者報告書 

 
                        令和  年  月  日 
 
  宮 城 県教 育 委 員 会 教 育 長  殿                 
 
                     ○ ○ 学 校 
 
                   校 長              印 
 
 
 本校  高等部・専攻科  を出願した者は、下記のとおりです。 
 

記 
 
受 検 
 
番 号 

 
出願部(科）・学科 
 

 
  氏    名 
 

 出 身 学 校 名         
 

 
備  考
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

   
〈注〉備考欄には、県外からの出願者の場合、県名を記入する。 

－28－ 

 

 【様式第３号】 

 
 

宮城県立 
 

特別支援学校高等部・専攻科 

支援学校高等学園 

 
出願取消し届 
 

 
                             令和  年  月  日 
   宮 城 県 立  ○  ○  校 長  殿                 
 
                                              〇 〇  学 校 
                       
                       校 長            印 
 
 
    下記の者は、貴校に出願しましたが、これを取り消しますので、お届けします。 
 
 
 
                     記 
 

 
 
 
 
 

 出 願 し た 部 （ 科 ） ・ 学 科                 氏         名 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
 
 【様式第４号】 

 
 
          入   学   辞   退   届 
 
 
                            令和  年  月  日 
  宮 城 県 立  ○  ○  校 長  殿                 
 
 
                  出願者氏名 
                              (本人署名又は記名押印） 
                  保護者（又は 
                  保証人）氏名 
                             (本人署名又は記名押印） 
 
   貴校の 高等部・専攻科 に合格しましたが、都合により入学を辞退しますので、 
 
  お届けします。 
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－29－ 

 

 【様式第５号】 
 

令和７年度 宮城県立 特別支援学校高等部・専攻科 
支援学校高等学園       出願者報告書 

 
                        令和  年  月  日 
 
  宮 城 県教 育 委 員 会 教 育 長  殿                 
 
                     ○ ○ 学 校 
 
                   校 長              印 
 
 
 本校  高等部・専攻科  を出願した者は、下記のとおりです。 
 

記 
 
受 検 
 
番 号 

 
出願部(科）・学科 
 

 
  氏    名 
 

 出 身 学 校 名         
 

 
備  考
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

   
〈注〉備考欄には、県外からの出願者の場合、県名を記入する。 
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 【様式第７号－１】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 申 請 書 

令和  年  月  日

 

 

             学校長 殿 

 

 

                                  学校 

                        

校長             公印

 

 選考日を欠席した下記の者について、追検による選考の受検を申請します。 

 

                    記 

受検者 受検番号  氏  名  

欠席した検査等 １ 諸検査（学力検査を含む）   ２ 面接 

事  由 

（イ）インフルエンザ等の感染症などへの罹患又はその症状 

（ロ）その他やむを得ない事由 

 （該当するものに○を付けてください） 

具体的事由 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事由（イ）の場合、診断書等を添付すること。 

  ※ 事由（ロ）の場合、出身学校長が欠席の事由を具体的に記載すること。 

 

－30－ 

 

 【様式第６号】 
 

令和７年度 宮城県立 特別支援学校高等部・専攻科 
支援学校高等学園      選考結果報告書 

 
                            令和  年  月  日 
 
   宮城県教育委員会教育長 殿                 
 
                         ○ ○ 学 校 
 
                       校 長                            印 
 
  本校  高等部・専攻科  の選考結果は、下記のとおりです。 
 

記 
 
１ 名 簿 

 
受 検 
 
番 号 

 
 
合格部（科）・ 
学科 
 

 
 
出願部（科）・
学科 
 

 
 
  氏   名 
 

 
 
 出身学校名 
 

 
 
合否
 

 
 
備 考
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 〈注〉備考欄には、県外からの出願者の場合、県名を記入する。 
 
 
２ 選 考 状 況 
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- 31 - 

 

 【様式第７号－１】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 申 請 書 

令和  年  月  日

 

 

             学校長 殿 

 

 

                                  学校 

                        

校長             公印

 

 選考日を欠席した下記の者について、追検による選考の受検を申請します。 

 

                    記 

受検者 受検番号  氏  名  

欠席した検査等 １ 諸検査（学力検査を含む）   ２ 面接 

事  由 

（イ）インフルエンザ等の感染症などへの罹患又はその症状 

（ロ）その他やむを得ない事由 

 （該当するものに○を付けてください） 

具体的事由 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事由（イ）の場合、診断書等を添付すること。 

  ※ 事由（ロ）の場合、出身学校長が欠席の事由を具体的に記載すること。 

 

－30－ 

 

 【様式第６号】 
 

令和７年度 宮城県立 特別支援学校高等部・専攻科 
支援学校高等学園      選考結果報告書 

 
                            令和  年  月  日 
 
   宮城県教育委員会教育長 殿                 
 
                         ○ ○ 学 校 
 
                       校 長                            印 
 
  本校  高等部・専攻科  の選考結果は、下記のとおりです。 
 

記 
 
１ 名 簿 

 
受 検 
 
番 号 

 
 
合格部（科）・ 
学科 
 

 
 
出願部（科）・
学科 
 

 
 
  氏   名 
 

 
 
 出身学校名 
 

 
 
合否
 

 
 
備 考
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 〈注〉備考欄には、県外からの出願者の場合、県名を記入する。 
 
 
２ 選 考 状 況 
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 【様式第７号－３】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 申 請 書 

令和  年  月  日

 

 

             学校長 殿 

 

 

                  受検番号・受検者氏名   ・          

      (本人署名または記名押印) 

 

 選考日を下記の事由により欠席しましたので、追検による選考の受検を申請します。 

 

                    記 

欠席した検査等 １ 諸検査（学力検査を含む）   ２ 面接 

事  由 

（イ）インフルエンザ等の感染症などへの罹患又はその症状 

（ロ）その他やむを得ない事由 

 （該当するものに○を付けてください） 

具体的事由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事由（イ）の場合、診断書等を添付すること。 

  ※ 事由（ロ）の場合、欠席の事由を具体的に記載すること。 

 

- 32 - 

 

 【様式第７号－２】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 受 検 許 可 証 

令和  年  月  日

 

 

              校長 殿 

 

 

                                  学校長 公印 

                        

 

 令和  年  月  日付けで申請のありました下記の受検者について、追検による選考

の受検を許可します。 

 

                    記 

 

 受検者 受検番号  氏  名  

 

〈注〉追検による選考当日は、受検票と追検による選考受検許可証の写しを受付で提示してくだ 

さい。 
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 【様式第７号－３】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 申 請 書 

令和  年  月  日

 

 

             学校長 殿 

 

 

                  受検番号・受検者氏名   ・          

      (本人署名または記名押印) 

 

 選考日を下記の事由により欠席しましたので、追検による選考の受検を申請します。 

 

                    記 

欠席した検査等 １ 諸検査（学力検査を含む）   ２ 面接 

事  由 

（イ）インフルエンザ等の感染症などへの罹患又はその症状 

（ロ）その他やむを得ない事由 

 （該当するものに○を付けてください） 

具体的事由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事由（イ）の場合、診断書等を添付すること。 

  ※ 事由（ロ）の場合、欠席の事由を具体的に記載すること。 
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 【様式第７号－２】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 受 検 許 可 証 

令和  年  月  日

 

 

              校長 殿 

 

 

                                  学校長 公印 

                        

 

 令和  年  月  日付けで申請のありました下記の受検者について、追検による選考

の受検を許可します。 

 

                    記 

 

 受検者 受検番号  氏  名  

 

〈注〉追検による選考当日は、受検票と追検による選考受検許可証の写しを受付で提示してくだ 

さい。 
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 【様式第８号－１】 

受検上の配慮申請書 

令和  年  月  日

 

              校長 殿 

 

                                  学校 

                        

校長             公印

 

 下記のとおり、学力検査・諸検査・面接等の受検上の配慮をお願いします。 

                    記 

ふ り が な 

氏  名 
 生年月日

昭和 

平成 
   年  月  日生 

出願学科等  （      ）部（      ）科 

在学(出身)学校  
卒 業 見 込

(卒業)の年月 

昭和 

平成  年  月 卒業見込 

令和      卒  業 

配慮の内容 海外帰国者等   身体上のこと等（   ）  その他（    ） 

配
慮
の
希
望
事
項

施 設 面  

検 査 方 法  

そ の 他  

配慮が必要な理由  

＜注＞ １ 「配慮の内容」の欄については、該当する項目を  で囲み、（ ）内には、その

具体的な内容を記入すること。 

    ２ 配慮の希望事項の記入について 

     (1) 施設面については、検査会場における検査室、座席等の希望を記入すること。 

     (2) 検査方法については、拡大文字での検査、漢字へのルビ、検査時間の延長等の

希望を記入すること。 

     (3) その他については、特別な器具の持込や薬の服用など、上記(1)(2)以外の配慮

を希望する場合に記入すること。 

     (4) 「配慮の希望事項」の欄は、受検上の配慮に関する記入欄であり、選考に関す

る配慮等については記入しないこと。 

３ 出身学校長は、配慮申請の妥当性を示す資料（診断書、出身学校での生活の様子や

配慮した内容等を記載した添書など）を添付して、出願先特別支援学校長及び高等学

園校長に提出すること。 

 - 34 - 

 

 【様式第７号－４】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 受 検 許 可 証 

令和  年  月  日

 

 

  (受検者氏名)       殿 

 

 

                                  学校長 公印 

                        

 

 令和  年  月  日付けで申請のありましたことについて、追検による選考の受検を

許可します。 

 

                    記 

 

 受検者 受検番号  氏  名  

 

〈注〉追検による選考当日は、受検票と追検による選考受検許可証を受付で提示してください。 
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- 35 - 

 

 【様式第８号－１】 

受検上の配慮申請書 

令和  年  月  日

 

              校長 殿 

 

                                  学校 

                        

校長             公印

 

 下記のとおり、学力検査・諸検査・面接等の受検上の配慮をお願いします。 

                    記 

ふ り が な 

氏  名 
 生年月日

昭和 

平成 
   年  月  日生 

出願学科等  （      ）部（      ）科 

在学(出身)学校  
卒 業 見 込

(卒業)の年月 

昭和 

平成  年  月 卒業見込 

令和      卒  業 

配慮の内容 海外帰国者等   身体上のこと等（   ）  その他（    ） 

配
慮
の
希
望
事
項

施 設 面  

検 査 方 法  

そ の 他  

配慮が必要な理由  

＜注＞ １ 「配慮の内容」の欄については、該当する項目を  で囲み、（ ）内には、その

具体的な内容を記入すること。 

    ２ 配慮の希望事項の記入について 

     (1) 施設面については、検査会場における検査室、座席等の希望を記入すること。 

     (2) 検査方法については、拡大文字での検査、漢字へのルビ、検査時間の延長等の

希望を記入すること。 

     (3) その他については、特別な器具の持込や薬の服用など、上記(1)(2)以外の配慮

を希望する場合に記入すること。 

     (4) 「配慮の希望事項」の欄は、受検上の配慮に関する記入欄であり、選考に関す

る配慮等については記入しないこと。 

３ 出身学校長は、配慮申請の妥当性を示す資料（診断書、出身学校での生活の様子や

配慮した内容等を記載した添書など）を添付して、出願先特別支援学校長及び高等学

園校長に提出すること。 

 - 34 - 

 

 【様式第７号－４】 

 

 

追 検 に よ る 選 考 受 検 許 可 証 

令和  年  月  日

 

 

  (受検者氏名)       殿 

 

 

                                  学校長 公印 

                        

 

 令和  年  月  日付けで申請のありましたことについて、追検による選考の受検を

許可します。 

 

                    記 

 

 受検者 受検番号  氏  名  

 

〈注〉追検による選考当日は、受検票と追検による選考受検許可証を受付で提示してください。 
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 【様式第８号－２】 

 

受検上の配慮通知 

令和  年  月  日

 

 

              校長 殿 

 

 

                                   校長 公印 

                        

 

 令和  年  月  日付けで申請のあったこのことについては、下記のとおりです。 

 

                    記 

 

 

出願者氏名  

出願学科等 （      ）部（      ）科 

配慮事項について  
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Ⅷ 令和７年度宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等入学者募集要項 

 

学 校 名 
部 
科 

学  科 
修業 
年限 

募集
定員

出  願  資  格 出 願 書 類 出 願 期 間 選考方法 選 考 日 合格発表日 

視覚支援学校 

高 
 
等 
 
部 

普 通 科 

３ 

１１
 学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の視覚障害がある者で、令
和７年３月末日までに、中学校、特別
支援学校（視覚障害）中学部を卒業し
た者若しくは卒業見込みの者、義務教
育学校を卒業した者若しくは卒業見込
みの者又は中等教育学校の前期課程を
修了若しくは修了見込みの者で宮城県
内に住所を有する者 

入学願書 

 

特別支援学
校長等が指
定した書類

令和７年 
２月１０日
（月） 

 
から 
 

２月１４日
（金） 

 
午前11時 

 
まで 

出願書類 
 

諸検査等 
（学校ごと
に定める）

 
 
 

令和７年 
３月４日 
(火) 
 

※追検によ
る選考日

 
令和７年 
３月７日 
（金） 

令和７年 
３月１３日 

(木） 
 

午後３時 
 

保健理療科 ８ 

専 
 
攻 
 
科 

理 療 科      

３ 

８ 
 学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の視覚障害がある者で、令
和７年３月末日までに、高等学校、特
別支援学校（視覚障害）高等部を卒業
した者若しくは卒業見込みの者又は中
等教育学校後期課程を修了若しくは修
了見込みの者で宮城県内に住所を有す
る者 

保健理療科 ８ 

聴覚支援学校 

高 
 
等 
 
部 

普通科 

３ 

８  学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の聴覚障害がある者で、令
和７年３月末日までに、中学校、特別
支援学校（聴覚障害）中学部を卒業し
た者若しくは卒業見込みの者、義務教
育学校を卒業した者若しくは卒業見込
みの者又は中等教育学校の前期課程を
修了若しくは修了見込みの者で宮城県
内に住所を有する者 

工業技術科 ８ 

生活デザイン科 ８ 

専 
 
攻 
 
科 

産業工芸科 

２ 

８  学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の聴覚障害がある者で、令
和７年３月末日までに、高等学校、特
別支援学校（聴覚障害）高等部を卒業
した者若しくは卒業見込みの者又は中
等教育学校後期課程を修了若しくは修
了見込みの者で宮城県内に住所を有す
る者 

機械システム科 ８ 

被 服 科 ８ 

理 容 科 ８ 

船岡支援学校 

高 
 
等 
 
部 

普 通 科 ３ ２０

 学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の肢体不自由がある者で、
令和７年３月末日までに、中学校、特
別支援学校（肢体不自由）中学部を卒
業した者若しくは卒業見込みの者、義
務教育学校を卒業した者若しくは卒業
見込みの者又は中等教育学校の前期課
程を修了若しくは修了見込みの者で宮
城県内に住所を有する者 

西多賀支援学校 
 

（病 弱） 

高 
 
等 
 
部 

普 通 科 ３ １１

 学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の病虚弱である者で、令和
７年３月末日までに、中学校、特別支
援学校（病弱）中学部を卒業した者若
しくは卒業見込みの者、義務教育学校
を卒業した者若しくは卒業見込みの者
又は中等教育学校の前期課程を修了若
しくは修了見込みの者で宮城県内に住
所を有する者 

山元支援学校 
 

（病 弱） 

高 
 
等 
 
部 

普 通 科 ３ ３ 

 学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の病虚弱である者で、重度
重複障害（療育手帳Ａ又は身体障害者
手帳１級相当に該当）があり、令和７
年３月末日までに、中学校、特別支援
学校（病弱）中学部を卒業した者若し
くは卒業見込みの者、義務教育学校を
卒業した者若しくは卒業見込みの者又
は中等教育学校の前期課程を修了若し
くは修了見込みの者で宮城県内に住所
を有する者 

       
 
 
 
 
 
 

- 36 - 

 

 【様式第８号－２】 

 

受検上の配慮通知 

令和  年  月  日

 

 

              校長 殿 

 

 

                                   校長 公印 

                        

 

 令和  年  月  日付けで申請のあったこのことについては、下記のとおりです。 

 

                    記 

 

 

出願者氏名  

出願学科等 （      ）部（      ）科 

配慮事項について  
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学 校 名 
部 
科 

学  科 
修業 
年限 

募集
定員

出  願  資  格 出 願 書 類 出 願 期 間 選考方法 選 考 日 合格発表日 

光明支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ ３５

学校教育法施行令第２２条の３に規
定する程度の知的障害（※１）がある
者で、令和７年３月末日までに、中学
校、特別支援学校（知的障害）中学部
を卒業した者若しくは卒業見込みの者、
義務教育学校を卒業した者若しくは卒
業見込みの者又は中等教育学校の前期
課程を修了若しくは修了見込みの者で
宮城県内に住所を有する者 
 
 
 
 
（※１） 
 「学校教育法施行令第２２条の３に規 
定する程度の知的障害」 

  １ 知的発達の遅滞があり、他人との 
  意思疎通が困難で日常生活を営むの 
  に頻繁に援助を必要とする程度のも 
  の 
 ２ 知的発達の遅滞の程度が前号に掲 
  げる程度に達しないもののうち、社 
  会生活への適応が著しく困難なもの 

入学願書 
 
特別支援学
校長等が指
定した書類

令和６年
12月12日
（木） 

 
から 
 

12月26日
（木） 

 
午後４時
まで 

出願書類
 

諸検査等
（学校ごと
に定める）

 

令和７年 
１月１６日
（木） 

 
※追検によ
る選考日

 
令和７年 
１月２０日
（月） 

令和７年 
１月２３日 

(木) 
 

午後３時 
 

石巻支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ ３８

気仙沼支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ １９

名取支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ １９

角田支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ １６

迫支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ １１

金成支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ １９

古川支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ ２２

山元支援学校 
（知的障害） 

高
等
部 

普 通 科      ３ １１

利府支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ １９

小松島支援学校 
高
等
部 

普 通 科      ３ ２４

秋保かがやき 
支 援 学 校 

高
等
部 

普 通 科 ３ １１

松陵支援学校 
高
等
部 

普 通 科 ３ １１

西多賀支援学校 
（知的障害） 

高
等
部 

普 通 科      ３ ６ 

知的障害のある重度重複障害者（療
育手帳Ａかつ身体障害者手帳１級相当
に該当する者。）で、令和７年３月末
日までに、中学校、特別支援学校（知
的障害）中学部を卒業した者若しくは
卒業見込みの者、義務教育学校を卒業
した者若しくは卒業見込みの者又は中
等教育学校の前期課程を修了若しくは
修了見込みの者で宮城県内に住所を有
する者 
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学 校 名 
部 
科 

学  科 
修業 
年限 

募集
定員

出  願  資  格 出 願 書 類 出 願 期 間 選考方法 選 考 日 合格発表日 

岩沼高等学園 
高 
等 
部 

産業技術科 ３ ４０

 知的発達の遅滞があり、他人との意
思疎通に軽度の困難があり日常生活を
営むのに一部援助が必要で、社会生活
への適応が困難である程度の者で、令
和７年３月末日までに、中学校、特別
支援学校（知的障害）中学部を卒業し
た者若しくは卒業見込みの者、義務教
育学校を卒業した者若しくは卒業見込
みの者又は中等教育学校の前期課程を
修了若しくは修了見込みの者で宮城県
内に住所を有する者 

入学願書 
 
特別支援学
校長等が指
定した書類

令和６年
12月12日
（木） 

 
から 
 

12月26日
（木） 

 
午後４時
まで 

出願書類 
 

諸検査等 
（学校ごとに
定める。ただ
し、学力検査
問題は、宮城
県教育委員会
で定める。）
 

令和７年
１月１６日 
（木） 

 
※追検によ
る選考日 

 
令和７年
１月２０日 
（月） 

令和７年 
１月２３日 

(木) 
 

午後３時 
 

岩 沼 高 等 学 園 
川崎キャンパス 

高 
等 
部 

産業技術科 ３ 
８ 
 

小牛田高等学園 
高 
等 
部 

普 通 科      ３ ２４

女 川 高 等 学 園 
高 
等 
部 

産業技術科 ３ ２４

秋 保 か が や き 
支 援 学 校 

高 
等 
部 

産業技術科 ３ ３２

 

    高等学園の学力検査の日程は、次の表のとおりとする。 
 

   時 間 
 

月 日  ９：３０     １０：１５  １０：３５    １１：２０ 
 
１月１６日（木） 
 

諸注意等 （１）国語 休憩 （２）数学 

   
他の諸検査等は各学校の日程による 

  

＜留意事項＞ 

１  イ 中学校卒業若しくは卒業見込みの者、義務教育学校卒業若しくは卒業見込みの者又は中等教育学校前期課程を修了 

若しくは修了見込みの者で、特別支援学校（知的障害）(高等学園を含む)を志願する場合は、特別支援学級（知的障 

害）在籍が条件である。 

ロ ただし、中学校卒業若しくは卒業見込みの者、義務教育学校卒業若しくは卒業見込みの者又は中等教育学校前期課 

程を修了若しくは修了見込みの者で、通常の学級又は特別支援学級（知的障害以外）に在籍している場合は、知的障 

害を証明する書類（療育手帳の写し等）又は市町村教育委員会で設置している就学支援委員会が知的障害があると判 

断したことを証明する書類（就学支援委員会資料の写し等）を添付した市町村教育委員会教育長の証明書のいずれか 

を出願書類に添付することにより受検を可とする。 

 

２ 上記の宮城県立特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等を志願する者は、原則として事前に教育相談を受 

けること。 

      ※ 詳しい内容については、各学校に照会すること。 

 

３ 出願できる特別支援学校高等部・専攻科及び支援学校高等学園等は一つの学校に限るものとする。出願した学校に合格 

 した場合には、公立高等学校の第一次募集及び公立特別支援学校の第二次募集を併願することは認めない。また、第二次 

 募集で合格した場合は、他の公立学校に出願することはできない。 

 

４ 特別支援学校高等部及び支援学校高等学園等に出願できる者は、原則として出願時点で高等学校、中等教育学校の後期 

 課程、高等専門学校、特別支援学校高等部及び支援学校高等学園のいずれにも在学していない者とする。 
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学　校　名 種別 備考

視覚支援学校 視

聴覚支援学校 聴

聴覚支援学校小牛田校 聴

学　校　名 種別 備考

視覚支援学校 視 寄宿舎設置

聴覚支援学校 聴 寄宿舎設置

船岡支援学校 肢 寄宿舎設置

病

知 ※１

小牛田高等学園 知 寄宿舎設置

岩沼高等学園 知 寄宿舎設置

岩沼高等学園川崎キャンパス 知

女川高等学園 知 寄宿舎設置

病 入院が原則

知 ※１

光明支援学校 知 ※１

金成支援学校 知

角田支援学校 知

石巻支援学校 知

気仙沼支援学校 知

古川支援学校 知

名取支援学校 知 ※１

利府支援学校 知 ※１

迫支援学校 知

小松島支援学校 知 ※１

寄宿舎設置

※１

松陵支援学校 知 ※１

※１ 西多賀支援及び山元支援の知的障害、並びに光明支援、名取支援、利府支援、小松島支援、秋保かがやき支援、松陵支援にお
ける仙台市の入学区域はP.42のとおりとする。
※２　令和４年度入学生から、名取支援学校の通学区域に居住する者は、希望により第一次募集から山元支援学校に出願できるもの
とする。ただし、名取支援学校との併願は認めない。

石巻市・東松島市・女川町

気仙沼市・南三陸町

大崎市・加美町・美里町・涌谷町・色麻町

仙台市（青葉区の一部・宮城野区の一部・若林区の一部・泉区の一部）

秋保かがやき支援学校 知
（産業技術科）　全　県

（普通科）　仙台市（青葉区の一部・太白区の一部）・川崎町

仙台市（宮城野区の一部・泉区の一部）・富谷市・大和町・大衡村

山元支援学校 亘理町・山元町・仙台市（若林区の一部・太白区の一部）・名取市・
岩沼市　※２

登米市

仙台市（青葉区の一部・泉区の一部）

栗原市

宮宮城城県県立立特特別別支支援援学学校校高高等等部部・・専専攻攻科科及及びび支支援援学学校校高高等等学学園園通通学学区区域域

仙台市（若林区の一部・太白区の一部）・名取市・岩沼市　※２

仙台市（宮城野区の一部）・多賀城市・利府町・大郷町・塩竈市・松島町・
七ヶ浜町

角田市・丸森町・大河原町・柴田町・村田町・白石市・蔵王町・七ヶ宿町

全　県

全　県

全　県

全　県(重度重複障害対象)

全　県

全　県

全　県

全　県

全　県

通　　　　学　　　　区　　　　域

西多賀支援学校
仙台市(太白区の一部)(重度重複障害対象)

通　　　　学　　　　区　　　　域

全　県

仙台市・塩竈市・名取市・角田市・白石市・多賀城市・岩沼市・富谷市・刈
田郡・柴田郡・伊具郡・亘理郡・黒川郡・宮城郡

石巻市・東松島市・大崎市・登米市・気仙沼市・栗原市・遠田郡・加美郡・
牡鹿郡・本吉郡

ⅩⅩ　　宮宮城城県県立立特特別別支支援援学学校校幼幼稚稚部部通通学学区区域域
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Ⅸ 宮城県立特別支援学校高等部・専攻科設置校及び支援学校高等学園一覧 

 
※松陵支援学校の出願先については、県教育庁特別支援教育課支援学校開設準備担当とする。 

学  校  名 郵便番号 住      所 電 話 番 号 

視 覚 支 援 学 校  〒 9 8 0 - 0 0 1 1   仙台市青葉区上杉６－５－１ ０２２－２３４－６３３３ 

聴 覚 支 援 学 校  〒 9 8 2 - 0 0 0 1   仙台市太白区八本松２－７－２９ ０２２－２４８－０６４８ 

船 岡 支 援 学 校  〒 9 8 9 - 1 6 0 5   柴田郡柴田町船岡南２－３－１ ０２２４－５４－２２１３ 

西 多 賀 支 援 学 校  〒 9 8 2 - 0 8 0 5   仙台市太白区鈎取本町２－１１－１７ ０２２－２４５－１１８３ 

光 明 支 援 学 校  〒 9 8 1 - 3 2 1 3   仙台市泉区南中山５－１－１ ０２２－３７９－６５５５ 

石 巻 支 援 学 校  〒 9 8 6 - 0 8 6 1   石巻市蛇田字新立野４１０－１ ０２２５－９４－０２０２ 

気 仙 沼 支 援 学 校  〒 9 8 8 - 0 1 4 1   気仙沼市松崎柳沢２１６－７ ０２２６－２４－３０１９ 

名 取 支 援 学 校  〒 9 8 1 - 1 2 4 2   名取市高舘吉田字東真坂６－１１ ０２２－３８４－６１６１ 

角 田 支 援 学 校  〒 9 8 1 - 1 5 0 3   角田市島田字御蔵林２４－１ ０２２４－６３－２５５５ 

迫 支 援 学 校  〒 9 8 7 - 0 5 1 3   登米市迫町北方字大洞５９－１０ ０２２０－２２－９４８４ 

金 成 支 援 学 校  〒 9 8 9 - 5 1 7 1   栗原市金成沢辺小崎８７－１ ０２２８－４２－２２１１ 

古 川 支 援 学 校  〒 9 8 9 - 6 2 0 3   大崎市古川飯川字熊野８７ ０２２９－２６－２３３８ 

山 元 支 援 学 校 〒 98 9 - 2 2 0 2  亘理郡山元町高瀬字合戦原１００－２ ０２２３－３７－０５１８ 

利 府 支 援 学 校  〒 9 8 1 - 0 1 2 3   宮城郡利府町沢乙字向山２６ ０２２－３５６－５６７５ 

小 松 島 支 援 学 校  〒 9 8 1 - 0 9 0 6   仙台市青葉区小松島新堤２－１ ０２２－７２５－３６１６ 

秋 保 か が や き 支 援 学 校 〒 982- 0 2 4 1  仙台市太白区秋保町湯元字鹿乙２０ ０２２－３５４－８１０２ 

松 陵 支 援 学 校 〒 980- 8 4 2 3  
仙台市青葉区本町３－８－１ 

県教育庁特別支援教育課支援学校開設準備担当 ０２２－２１１－３３３７ 

岩 沼 高 等 学 園 〒 98 9 - 2 4 5 5  岩沼市北長谷字豊田１－１ ０２２３－２５－５３３２ 

岩沼高等学園川崎キャンパス  〒  9 8 9 - 1 5 0 1   柴田郡川崎町前川字北原２５ ０２２４－８７－６５７１ 

小 牛 田 高 等 学 園  〒 9 8 7 - 0 0 0 5   遠田郡美里町北浦字船入１ ０２２９－３２－２１１２ 

女 川 高 等 学 園 〒 98 6 - 2 2 3 1   牡鹿郡女川町浦宿浜字十二神６０－３ ０２２５－５０－１０８８ 
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学　校　名 種別 備考

視覚支援学校 視

聴覚支援学校 聴

聴覚支援学校小牛田校 聴

学　校　名 種別 備考

視覚支援学校 視 寄宿舎設置

聴覚支援学校 聴 寄宿舎設置

船岡支援学校 肢 寄宿舎設置

病

知 ※１

小牛田高等学園 知 寄宿舎設置

岩沼高等学園 知 寄宿舎設置

岩沼高等学園川崎キャンパス 知

女川高等学園 知 寄宿舎設置

病 入院が原則

知 ※１

光明支援学校 知 ※１

金成支援学校 知

角田支援学校 知

石巻支援学校 知

気仙沼支援学校 知

古川支援学校 知

名取支援学校 知 ※１

利府支援学校 知 ※１

迫支援学校 知

小松島支援学校 知 ※１

寄宿舎設置

※１

松陵支援学校 知 ※１

※１ 西多賀支援及び山元支援の知的障害、並びに光明支援、名取支援、利府支援、小松島支援、秋保かがやき支援、松陵支援にお
ける仙台市の入学区域はP.42のとおりとする。
※２　令和４年度入学生から、名取支援学校の通学区域に居住する者は、希望により第一次募集から山元支援学校に出願できるもの
とする。ただし、名取支援学校との併願は認めない。

石巻市・東松島市・女川町

気仙沼市・南三陸町

大崎市・加美町・美里町・涌谷町・色麻町

仙台市（青葉区の一部・宮城野区の一部・若林区の一部・泉区の一部）

秋保かがやき支援学校 知
（産業技術科）　全　県

（普通科）　仙台市（青葉区の一部・太白区の一部）・川崎町

仙台市（宮城野区の一部・泉区の一部）・富谷市・大和町・大衡村

山元支援学校 亘理町・山元町・仙台市（若林区の一部・太白区の一部）・名取市・
岩沼市　※２

登米市

仙台市（青葉区の一部・泉区の一部）

栗原市

宮宮城城県県立立特特別別支支援援学学校校高高等等部部・・専専攻攻科科及及びび支支援援学学校校高高等等学学園園通通学学区区域域

仙台市（若林区の一部・太白区の一部）・名取市・岩沼市　※２

仙台市（宮城野区の一部）・多賀城市・利府町・大郷町・塩竈市・松島町・
七ヶ浜町

角田市・丸森町・大河原町・柴田町・村田町・白石市・蔵王町・七ヶ宿町

全　県

全　県

全　県

全　県(重度重複障害対象)

全　県

全　県

全　県

全　県

全　県

通　　　　学　　　　区　　　　域

西多賀支援学校
仙台市(太白区の一部)(重度重複障害対象)

通　　　　学　　　　区　　　　域

全　県

仙台市・塩竈市・名取市・角田市・白石市・多賀城市・岩沼市・富谷市・刈
田郡・柴田郡・伊具郡・亘理郡・黒川郡・宮城郡

石巻市・東松島市・大崎市・登米市・気仙沼市・栗原市・遠田郡・加美郡・
牡鹿郡・本吉郡

ⅩⅩ　　宮宮城城県県立立特特別別支支援援学学校校幼幼稚稚部部通通学学区区域域
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特別支援学校名 行政区 備考 特別支援学校名 行政区 備考

青葉区 上杉山中学校区 青葉区 第一中学校区

五城中学校区 第二中学校区

五橋中学校区 三条中学校区

台原中学校区 北仙台中学校区

宮城野区 宮城野中学校区 中山中学校区

東仙台中学校区 桜丘中学校区

東華中学校区 折立中学校区

鶴谷中学校区 大沢中学校区

幸町中学校区 吉成中学校区

西山中学校区 南吉成中学校区

若林区 八軒中学校区 泉区 七北田中学校区のうち 野村小学校区

南小泉中学校区 根白石中学校区

蒲町中学校区 将監中学校区のうち 桂小学校区

泉区 南光台中学校区 加茂中学校区

南光台東中学校区 寺岡中学校区

宮城野区 岩切中学校区 長命ケ丘中学校区

田子中学校区 南中山中学校区

泉区 七北田小学校区 高森中学校区

市名坂小学校区 住吉台中学校区

八乙女中学校区 館中学校区

将監中央小学校区 若林区 六郷中学校区

将監西小学校区 七郷中学校区

向陽台中学校区 沖野中学校区

将監東中学校区 太白区 中田中学校区

鶴が丘中学校区 郡山中学校区

松陵中学校区 袋原中学校区

宮城野区 高砂中学校区 富沢中学校区
重度重複障害者
を除く

中野中学校区 柳生中学校区

太白区 愛宕中学校区
重度重複障害者
のみ 青葉区 広瀬中学校区

長町中学校区
重度重複障害者
のみ 広陵中学校区

西多賀中学校区
重度重複障害者
のみ 錦ケ丘中学校区

八木山中学校区
重度重複障害者
のみ 太白区 愛宕中学校区

重度重複障害者
を除く

山田中学校区
重度重複障害者
のみ 長町中学校区

重度重複障害者
を除く

人来田中学校区
重度重複障害者
のみ 西多賀中学校区

重度重複障害者
を除く

富沢中学校区
重度重複障害者
のみ 生出中学校区

八木山中学校区
重度重複障害者
を除く

山田中学校区
重度重複障害者
を除く

人来田中学校区
重度重複障害者
を除く

秋保中学校区

茂庭台中学校区

宮城県立
利府支援学校

宮宮城城県県立立特特別別支支援援学学校校（（知知的的障障害害））高高等等部部通通学学区区域域（（仙仙台台市市内内））　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和７年４月以降

居住地の学校区 居住地の学校区

宮城県立
小松島支援学校

宮城県立
光明支援学校

宮城県立
名取支援学校

宮城県立
西多賀支援学校
(知的障害の場合)

※令和4年度入学
生から，宮城県立
山元支援学校に第
一次募集から出願
できる中学校区

宮城県立
秋保かがやき支
援学校
（普通科）

宮城県立
松陵支援学校

七北田中学校区のうち

将監中学校区のうち
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